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診療放射線技師のための接遇規範

１. 検査に際しては明瞭で分かりやすい言葉（患者さんの分かる言葉）で話す。

２. 患者さんをお呼びするときは、性・名を確認する。

３. お年寄り、歩行困難、病状の悪い患者さんに対する検査室のドアの開閉は、特

に技師がおこなう。

４. 検査室入室後は、患者さんから目を離さないようにする。

５. 自分の名前を名乗り、検査部位と撮影回数を説明し、患者さんの同意を得て

から検査をおこなう。特に小児やお年寄りの方で検査介助が必要なときは、十

分な説明をおこない同意を得てから検査の介助をしていただく。

６. 脱衣の必要な検査は、検査着に着替えていただく。検査の特殊性から脱衣が必

要なときは、露出部をバスタオルなどで覆う。

７. 検査台の乗り降りは、原則として患者さんの手の届くところに技師がいる。

８. 検査手順を守り、患者さんの身体に手が触れるときは事前に同意を得てから触

れる。

９. できるだけ短時間で検査を終了し、「お疲れさまでした」等の癒しの言葉を述

べる。

10. 検査室から患者さんが退出するまでは技師の責任である。

11. 検査室は常に整理整頓、清潔であること。

12. 仕業（始業・終業）点検は毎日おこなう。

13. 検査部位ごとの被ばく線量はいつでも答えられるようにしておく。

14. 照射録は正確に記載する。

15. 医療人として患者さんから高い信頼を得られるよう努力する。

公益社団法人　東京都診療放射線技師会



診療放射線技師
業務標準化宣言

いま我が国では「安心で安全な医療の提供」が国民から求められている。そして厚生医療の基本である「医療の

質の向上」に向けて全ての医療職種が参加し、恒常的に活動をする必要がある。

私達が携わる放射線技術及び医用画像技術を含む診療放射線技師業務全般についても、国民から信頼される普遍

的な安全技術を用いて、公開しなくてはならない。そして近年、グローバルスタンダードの潮流として、EBM

（Evidence Based Medicine）、インフォームドコンセント、リスクマネジメント、医療文化の醸成、地球環境保

全なども重要な社会的要求事項となっている。

公益社団法人東京都診療放射線技師会では、『国民から信頼され選ばれる医療』の一員を目指し、診療放射線技

師の役割を明確にするとともに、各種業務の標準化システム構築を宣言する。

診療放射線技師業務標準化には以下の項目が含まれるものとする。

１．ペイシェントケア

２．技術、知識の利用

３．被ばく管理（最適化／低減）

４．品質管理

５．機器管理（始終業点検／保守／メンテナンス）

６．個人情報管理（守秘／保護／保管）

７．教育（日常教育／訓練／生涯教育）

８．リスクマネジメント

～患者識別

～事故防止

～感染防止

～災害時対応

９．環境マネジメント（地球環境保全）

１０．評価システムの構築

公益社団法人東京都診療放射線技師会

診療放射線技師
業務標準化宣言
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日進月歩で発展をする医療技術に携わるわれわれ診療放射線技師は、日々安全な医療提供を目指して患

者様対応に努力していることと思います。安全とは、辞書で「安らかで危なくないこと」とあり、今の医療

施設には、安心して診療を受けていただき、かつ患者様に満足していただくことが求められています。決し

て危険に晒すようなことがあってはならないのです。

また、医療事故を起こさないためには、信頼関係を前提とした患者様の協力も必要不可欠であることは言

うまでもありません。しかし、患者様も診療放射線技師も人間である限り、事故やミスの発生は起こり得ま

す。そんな中、下記3項目の業務拡大が平成27年4月1日に施行されました。

（１）医師または看護師により確保された静脈路に造影剤注入装置を接続する行為（静脈路確保のためのも

のを除く。）造影剤を投与するために当該造影剤注入装置を操作する行為並びに当該造影剤の投与が

終了した後に抜針及び止血を行う行為

（２）下部消化管検査のために肛門にカテーテルを挿入する行為並びに当該カテーテルから造影剤及び空気

を注入する行為

（３）画像誘導放射線治療のために肛門にカテーテルを挿入する行為及び当該カテーテルから空気を吸引す

る行為

この業務拡大に伴い必要な知識、技能を習得することが努力義務として課せられました。今、この業務拡

大に伴う行為の講習会を日本放射線技師会主催で各都道府県にて行われています。ただ、実習などもあり定

員数や開催の回数にも限界があります。多忙な業務に追われる中では、現場の診療放射線技師の受講数を増

やすには相当の時間を要するように思われます。技師会としては、なるべく多くの方が講習会を受講し易い

ように環境を整えていきたいと考えています。最も重要なことは既に述べたように、危険を回避し医療ミス

を防止することです。このためにも、この業務拡大に対する知識習得、実習教育の受講が肝要と考えます。

思い返せばわれわれの世代の診療放射線技師は、診療エックス線技師の免許を取った後2年間の実務経験

をし、その後講習を受け診療放射線技師の国家試験を受験することができました。時代はその時々の流れに

よって常に変化しています。今回の業務拡大に伴う法改正もその変化の一つと考えられます。講習会の内容

の中には、単に新たな手技を身に着けるだけでなく、患者の心理や接遇、さらに深い医学的な知識、感染管

理や医療安全対策、薬物動態と副作用、医療倫理など多岐に渡ります。全国の診療放射線技師は講習会を

必ず受講され、国民に安心で安全な医療を行うことができるように、自分自身を進歩させていきましょう。

理念だけでは安全な医療は提供できません。医療現場に求められているのは実効性のある医療安全の対策と

実践だと思います。われわれは患者様の診断・治療に最新機器と手技で毎日携わっているのであり、安心・

安全をモットーにして笑顔で日々切磋琢磨していく義務があると思うこの頃です。

副会長　葛西一隆

安心・安全な医療の確保には･･･
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第51回
日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞
テーマ「診断参考レベルの意義と技師に求められるもの」

講　師　横浜労災病院　渡邉　浩　氏

記

日　　　時：平成27年11月17日（火）19時00分～20時30分
場　　　所：東芝病院　2号館4階　講堂 〒140-8522 東京都品川区東大井6－3－22
アクセス：ＪＲ京浜東北線大井町駅（ヤマダ電機側）より徒歩約7分　

東急大井町線大井町駅より 徒歩約9分
りんかい線大井町駅より 徒歩約9分
京浜急行立会川駅より 徒歩約10分

受　講　料：診療放射線技師（当日徴収）500円、一般・新卒かつ新入会員ならびに学生 無料
申込方法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム、または会誌の研修会等申し

込み用紙にて事務所にFAXでお申し込みください。
※当日参加も可能です。

カウント付与：日本診療放射線技師会
生涯教育1.5カウント付与

問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　
E-Mail：gakujitu@tart.jp
公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　
TEL・FAX：03-3806-7724

以上

19:00－19:10 技師会紹介

19:10－20:10 診断参考レベルの意義と技師に求められるもの
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第18回　メディカルマネジメント研修会

テーマ「医療従事者（診療放射線技師）が知っておきたい
医療安全対策（リスク・マネジメント）と医療訴訟」

日　　　時：平成27年11月12日（木）19時00分～20時30分
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505

ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受 講 料：会員1,000円、非会員5,000円（当日徴収）
申込方法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム、または会誌の研修会等申し

込み用紙にて事務所にFAXでお申し込みください。

問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

以上

記

第18回メディカルマネジメント研修会は、昨今の医療安全対策関連について取り上げます。

業務拡大などで社会的認知度の高まる一方、業務への責任も増え、それに伴い医療訴訟も増加傾向にあ

ります。したがって、適切なリスク・マネジメントを行うことが重要です。今回は医療従事者が知ってお

かなければならないリスク・マネジメントを取り上げ、医療訴訟に巻き込まれないようなポイントを解説

到します。

講　師：労働衛生コンサルタント・産業医

東京大学医学部附属病院 医師・医学博士 関谷　剛　先生

＜内容＞

１．医療安全に関する基礎知識（医療過誤、医療事故の違いなど）

２．診療放射線技師と法律上（医師法、技師法）の問題、関わり、権利

３．実際の医療事故（インシデントを含む）で注意すべき点

（個人情報保護、インフォームドコンセント、検査依頼、受付、撮影室内、検査中、検査後などにおけるリスク）

４．降りかかる医療訴訟リスクを回避するために何をすべきか
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平成27年度診療放射線技師基礎技術講習
「消化管撮影」開催のお知らせ

主催：公益社団法人日本診療放射線技師会　実施：公益社団法人東京都診療放射線技師会

日　　　時：平成27年11月29日（日）8時55分～（受付開始8時30分～）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505
アクセス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受 講 料：会員3,000円、非会員10,000円（ただし検定試験料1,000円を含む）
申込方法：JART情報システム内のイベント申し込みメニューからお申し込みください

注）東放技事務局へのFAXおよび東放技HPからのお申し込みはできません。
受講料振込等：お申し込み後、日放技より振込み先などの案内があります。
講習会修了基準：次のいずれかに該当する場合は、修了とみなしません。

ア）講習時間（6時間）に対し、欠課の合計時間が60分を超えた場合
イ）欠課が15分を越えたコマが１つでもあった場合

カウント付与：修了者は日本診療放射線技師会学術研修カウントが付与されます。
締 め切 り：平成27年11月15日（日）

以上

このたび平成27年度診療放射線技師基礎技術講習「消化管撮影」を開催致します。

この基礎技術講習では公益社団法人日本診療放射線技師会が定めた学習目標に沿った講義を行います。診療放

射線技師として、そして医療の担い手として必要な基礎知識と技術を身につけ、医療及び保健、福祉の向上に努め

ることを目的としております。

今回の開催は全国的に一定レベルのセミナーを普及・拡大させ、全ての診療放射線技師が受講できる環境を整え

るように計画されたものであります。また学習目標の理解度の判定として全講義終了時に確認試験を実施します。

多くの方の参加をお待ちしております。

記
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学術教育委員会からのお知らせ

日暮里塾ワンコインセミナーの開催は、研修センターのある日暮里を中心に開催をしておりましたが、

平成27年度は都内各所（6回予定）に出向き開催を予定致します。

名称は「日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞」とし、一人でも多くの方に技師

会を見ていただき、入会ならびに自己研鑽の場として活用していただきたいと考えております。加えて東

京都診療放射線技師会が都民の医療を担う団体として、皆さまの協力のもと成長したいと考えております。

Part1 第44回日暮里塾ワンコインセミナー （終了しました）
日時：平成27年３月11日（水） 場所：三鷹産業プラザ
内容：着眼点＜咳＞　　　　　
講師：山下晃司（杏林大学医学部付属病院）

Part2 第46回日暮里塾ワンコインセミナー （終了しました）
日時 平成27年６月12日（金） 場所：東京都済生会中央病院
内容 ミエログラフィ（透視検査からCT撮影まで）
講師 佐藤靖高（公立福生病院）
講師 河内康志（東京都済生会中央病院）

Part3 第48回日暮里塾ワンコインセミナー （終了しました）
日時 平成27年７月24日（金） 場所：順天堂大学医学部附属順天堂医院
内容 着眼点＜頭痛－MRI＞　　　　
講師 鈴木雄一（東京大学医学部附属病院）

Part4 第49回日暮里塾ワンコインセミナー （終了しました）
日時 平成27年９月30日（水） 場所：東京都診療放射線技師会研修センター
内容 基礎からの一般撮影　　　　　　　　
講師 森　剛（帝京大学医学部附属病院）

Part5 第51回日暮里塾ワンコインセミナー
日時 平成27年11月17日（金） 場所：東芝病院
内容：診断参考レベルの意義と技術に求められるもの 講師：渡邉　浩（横浜労災病院）

Part6 日時 平成28年１月　　　　　　　　　　　 場所：江戸川方面
内容：未定　　　　　　　　　　　　　　　 講師：未定

◆詳細は会告にてお知らせいたします。

◆問い合わせ 学術教育委員長　市川重司 E-Mail：gakujitu@tart.jp
公益社団法人東京都診療放射線技師会 事務所 TEL・FAX：03-3806-7724

・・・日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/入会促進＞・・・

お知らせ 
1

お知らせ 
1
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第6地区研修会
テーマ「認知症高齢者への関わり方　～ユマニチュードを通して～」

講師　東京さくら病院　リハビリテーション科　村島　久美子　氏

皆さんは、患者さんとの接し方をどのようにしていますか？　オレ流・私流で行っているのではないで

しょうか。その接し方はどのようにして学びましたか？　また、その接し方で患者さんは満足しているの

でしょうか？

今回、患者さんとの接し方を学ぶため「ユマニチュード」を取り入れ、業務を行っている村島久美子先

生をお呼びして、考え方や実践方法を教えていただきます。「ユマニチュード（Humanitude）」は、フラ

ンスのイブ・ジネスト（Yves Gineste）氏とロゼット・マレスコッティ（Rosette Marescotti）氏によっ

て作り上げられた、知覚・感情・言語による包括的なコミュニケーションに基づいたケアの技法です。患

者さんとの接し方、信頼関係の構築方法として学ぶことができると思います。また、患者さんへの接し方

が治療効果の向上にも繋がるとのことです。“診療”を冠に置く私たちの職種にとって大きな力になるの

ではないでしょうか。接遇も撮影技術のひとつであることを再確認し、さらなる撮影技術の向上を目指し

一緒に学びませんか。

他職種の方も大歓迎です。ぜひお誘いください。チーム医療を構築するお力添えになれれば幸いです。

日　　　時：平成27年11月6日（金）19時00分～20時30分（受付開始：18時30分～）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505

ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受 講 料：診療放射線技師500円、一般・新卒かつ新入会員ならびに学生　無料
申込方法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム、または会誌の研修会等申し

込み用紙にて事務所にFAXでお申し込みください。（※当日参加も可能です）

問い合わせ：第6地区委員長　岡部博之　　E-Mail：area06@tart.jp
公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

以上

記

お知らせ 
2

お知らせ 
2



10 東京放射線 2015.11 Vol.62  No.733

第3地区研修会
テーマ「ティーチングファイル　－ここがポイント－」

ASOってなに？ 病態から治療まで

日　　　時：平成27年11月19日（木）19時00分～20時30分（18時30分受付開始）
場　　　所：東京医科大学病院　研究教育棟３階　第１講堂

〒160-0023 東京都新宿区西新宿6－7－1
ア ク セ ス：丸の内線西新宿駅より 徒歩約1分、JR新宿駅西口より 徒歩約11分
受 講 料：診療放射線技師500円、一般・新卒かつ新入会員ならびに学生　無料
申込方法：申込方法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム、または会誌の研

修会等申し込み用紙にて事務所にFAXでお申し込みください。
情報交換会：会費4000円（※予約の都合上、参加希望の方は研修会申し込みフォームの通信欄、または下記メー

ルにて連絡をください）
問い合わせ：第３地区委員長　平瀬繁男　　E-Mail：area03@tart.jp

以上

記

お知らせ 
3

お知らせ 
3

「ＡＳＯってなに？」 東京医科大学病院　　　　　　　　　　松本　　亘　氏

「ＡＳＯのＣＴ撮影」 東京医科大学病院　　　　　　　　　　平瀬　繁男　氏

「ＡＳＯのＩＶＲ」 国立国際医療研究センター病院　　　　若松　和行　氏

―プログラム―

今回はASO（arteriosclerosis obliterans）について研修会を開催したいと思います。ASOとは主に下肢
の血管が慢性に閉塞することによって、軽い場合には冷感、重症の場合には下肢の壊死にまで至ることが
ある病気です。われわれ診療放射線技師が知っておきたい、病態から撮影法・IVRによる治療法について3
名の所属地区委員が講義を行いながら、皆さまと一緒に勉強できる研修会を企画しました。
この機会に多くの情報を収集していただければ幸いです。皆さまの参加をお待ちしています。
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第4地区研修会
テーマ「Exposure Indexの使用方法と注意点」

講師：東海大学医学部付属八王子病院　由地　良太郎　先生

1895年 Ｗ・Ｃ R‥ontgen博士がX線を発見して120年が経ちました。

現在、われわれを取り巻く環境ではアナログからデジタルに移行しており、環境の進歩とともに被ばく

線量についても関心が高いところと思われます。

そこで、今年度の研修会では一般撮影のデジタル画像に着目し、統一的な線量指標であるEI値※に焦点

をあわせました。このEI値の概念や有効的な使用方法について理解を深め、撮影条件の最適化や被ばくの

低減など、さらなる医療安全に貢献して頂きたいと考えております。多くの皆様方の参加をお待ちしてい

ます。（※線量指標とは、富士・コニカはS値　キャノンはREX値　フィリップスはEI値など）

日　　　時：平成27年11月27日（金）19時00分～（受付開始：18時45分～）
場　　　所：東京都済生会中央病院　新棟７階　第１会議室
参　加　費：診療放射線技師　500円

一般・新卒かつ新入会員ならびに学生　無料

申込方法：氏名・地区名・勤務先を記載の上、メールアドレス（area04@tart.jp）でお申し込みください。もし
くは、東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム、または会誌の研修会

等申し込み用紙にて事務所にFAXでお申し込みください。

問い合わせ：第4地区委員長　竹安直行　　E-Mail ： area04@tart.jp
以上

記

お知らせ 
4

お知らせ 
4
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東京都診療放射線技師会は、東京を13の地区に分け、東京に隣接する神奈川方面・千葉方面・埼玉方面を加え

た計16地区で構成されています。

本会ホームページhttp://www.tart.jp/に各地区の表と地図が掲載されていますので、ぜひ活用ください。

あなたはご自分の所属地区をご存じですか？

トップページの
ここをクリック

なお、毎月月替りで、各地区の特色や活動を紹介しています。

地区表の上の地区名からリンクしていますので、こちらもぜ

ひご覧ください。

情報委員会

お知らせ 
5

お知らせ 
5
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このたびの「荒川区環境区民大賞奨励賞」受賞にあ

たり、ご配慮いただきました関係諸氏に心より感謝を

申しあけます。

受賞理由となった「各種清掃活動の継続」は、本会

第5地区の活動として町内会の「駅前清掃活動」に参

加したのが始まりです。その後、東京都診療放射線技

師会の事業として日暮里駅前や荒川河川敷、その他に

おいての清掃活動を子供や家族も巻き込みながら地道

に継続してきました。“継続は力”そして、特別なこと

ではないけれど「なんとなく気持ちいい」をコンセプ

トに多くの会員の皆さんにご参加いただいたことにあ

らためて感謝申し上げます。自分の身の回りや生活・

活動の場をきれいにするという当たり前の行動ではあ

りますが、公益社団法人として地域や公共の場での活

「環境区民大賞奨励賞」受賞にあたり
会長　篠原健一

動が評価されたことを大変うれしく思います。

「公徳心」というと何か特別の道徳観念のように思

われるかもしれませんが、戦前の日本の教育では当た

り前の価値観でした。戦後、占領政策により「祖国愛

（愛国心）」＝「国家主義」とされ、国を愛するという

当たり前の心が否定されました。さらに日本人の公徳

心を無くすような教育改革も行われたのです。藤原正

彦氏は『日本人の誇り』（文春新書）で、「世界から絶

賛されていた教育勅語を廃止して作った教育基本法で

は、個人主義を導入し公への奉仕や献身を大事にする

という日本人の特性を壊しました」と書いています。

今年は戦後70年、それでも我が東放技の多くの会員に

公徳心が宿っていることを誇りに思います。

荒川区環境区民大賞奨励賞受賞報告
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このたび、平成27年６月25日に荒川区環境区民大賞

授賞式が荒川区役所にて行われ、西川太一郎区長より

まちの環境美化推進部門において奨励賞を受賞いたし

ました。

この賞は、環境推進に関わるさまざまな活動を日頃

から積極的に実践し、業績が顕著な方を応援する荒川

区による顕彰の制度です。主に Ⅰ.環境に配慮した活

動部門　Ⅱ.まちの環境美化推進部門に分けられていま

す。この中からの奨励賞受賞となりました。なお、今

回の様子は荒川区報2015.07.06（環境・清掃特集号）

に掲載されています。

受賞に至る経緯としては、環境をテーマにボランテ

ィア活動の一環として、平成21年より今日に至るまで、

継続して年に日曜・祝日に重なる20日に荒川区環境

「第4回荒川区環境区民大賞」授賞式において奨励賞を受賞
小豆沢病院（前第5地区委員長） 小野口敦

課、地元自治会の皆さまと共に、会員、非会員を問わ

ずその家族も含めて日暮里駅前清掃活動に参加してき

たことがあげられます。

これまでの本会の清掃活動としては荒川区のみなら

ず、平成20年の富士山清掃活動をはじめとし、富津海

岸の清掃活動、平成21年には場所を都内に移し、日暮

里駅前清掃活動に参加、さらに技師会事務所に程近い

荒川河年川敷にて、NPO荒川クリーンエイドに参加す

る形で清掃活動を行ってまいりました。平成27年には

「中央区クリーンデー」に参加の広がりをみせていま

す。

自然を守り、優しい環境を作ることを目的とした趣

旨に基づき、公益社団法人の一員として環境活動を今

後も継続していきたいと思います。

荒川区環境区民大賞奨励賞受賞報告

前列右端：篠原会長、後列右から2番目：小野口氏
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石田総務委員長（司会）：ただいまより第66回公益社団法
人東京都診療放射線技師会定期総会を開会致します。平
成26年度物故会員へ黙とうをささげたいと存じます。皆さ
まご起立お願い致します。黙とう。ご着席ください。それ
では初めに篠原健一会長よりごあいさつ申し上げます。
篠原東放技会長：技師会の篠原でございます。本日は週末
の大変お忙しい中、第66回定期総会にご出席いただきあり
がとうございます。また今日は朝から第13回ペイシェント
ケア学術大会も開催しており、こちらの方からご参加いた
だいている方も大勢いらっしゃいます。1日長い時間を本当
にありがとうございます。本日は中澤日本診療放射線技師
会会長はじめ、多くの来賓の方にもご列席をいただき心よ
り感謝を申し上げます。開会に先立ちましてわたくしの方
から二つのお願いと、報告を一つお話ししたいと思います。
まず一つ目のお願いですが、ちょうど1年前の6月、通常
国会で地域における医療及び介護の総合的な確保を推進す
るための関係法律の整備などに関する法律という、長い名
前の法律が成立いたしました。それに基づいて技師法の改
正などがあったことはご存じのことと思いますが、本年の4
月1日に技師法などの一部改正があり診療放射線技師のい
わゆる業務範囲の拡大が実施されたわけであります。3月
31日の課長通知にも“診療放射線技師会が開催する安全講
習会を受けるように･･･”ということが書かれていること
は、皆さんご承知のことだと思います。その法律が成立す
る以前から、大腸検査あるいは静脈注射後の抜針止血など
に関する安全講習会を実施してきたわけですが、ここで法
律が変わり診療放射線技師として業務範囲が拡大をしたの
であるから、実際にその業務に携わる携わらないに関係な
く安全講習会全ての項目について受けなさいというような
指示が厚労省からあります。この事から日本診療放射線技
師会の事業といたしまして統一的な講習会を8月以降開催
するというお知らせがありましたけれども、われわれはで
きるだけ早く実施したいとの思いで東京が全国に先駆けて

7月18日～19日に統一
的な講習会を開催致し
ます。当初は静脈注射
後の抜針止血の講習会
を受講された方のみと
いうような制限はありま
すけれども、一回の決
まった定員のなか、できるだけ多くの回数の開催をしてい
きたいと思います。また東京だけではなく全国いろいろな
地域で繰り返し行っていきますので、できるだけ早くに多
くの方に、できれば全員に統一的な講習会を受講していた
だきたいというのが一つ目のお願いであります。
二つ目のお願いですけれども、本年は皆さんご存じの通
りエックス線発見120周年の記念の年であります。われわ
れの職業の原点となりましたエックス線が発見されて120年
という年で、6月5日に日本診療放射線技師会主催でパレス
ホテルにて秋篠宮妃殿下のご来臨を賜りまして記念式典を
挙行したところでありますけれども、この120周年の年に日
本診療放射線技師学術大会が京都で開催致されます。京都
は日本のエックス線技術の発祥といっても良い土地であり
ます。京都府放射線技師会の轟会長も先日関東甲信越学
術大会においでになり、多くの皆さんに来ていただけるよ
う一生懸命準備をしているとおっしゃっていました。皆で
この記念の年の学会、京都を盛り上げていきたいと思いま
すので、ぜひ多くの方にご参加いただきたいということを
二つ目のお願いとしたいと思っております。
最後に報告になりますが、これは一昨日に荒川区役所に
おきまして、荒川区環境区民大賞の奨励賞というのを東京
都診療放射線技師会が団体として受賞させていただきまし
た。授賞理由といたしましては、もともと第5地区ならび
に城北支部の皆さまが中心となって、日暮里の駅前の清掃
活動や富津岬（千葉県）の清掃活動、近くの荒川河川敷
の清掃活動などを地道にしてきたことが奨励賞ということ
につながったわけです。身のまわりをきれいにするのは当
たり前のことで、特別なことをしたというつもりはありま
せんが、公益社団法人として受賞できたということはたい
へん栄誉あることだとわたくしは思っております。最後に
本日は各議題におきまして活発な議論をいただきたくお願
いを申し上げましてわたくしの開会のあいさつとさせてい
ただきます。本日はよろしくお願い致します。
石田総務委員長：次にご来賓よりご祝詞を賜りたく存じま
す。公益社団法人日本診療放射線技師会会長中澤靖夫会

篠原東放技会長

第66回公益社団法人東京都診療放射線技師会定期総会（抄） 第66回公益社団法人東京都診療放射線技師会定期総会（抄） 
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長よりご祝詞を賜りたく存じます。
中澤日放技会長：ただ今ご紹介にあずかりました日本診療
放射線技師会の中澤でございます。本日は第66回の東京都
診療放射線技師会定期総会の開催ならびに第13回のペイシ
ェントケア学術大会の開催を心からお喜び申し上げたいと
思っております。私から三つほどお話しをさせていただき
たいと思っております。
一つは井戸を掘った人の話しでございます。先ほどの篠
原会長からもご紹介がありましたが、私どもは昨年の第186
通常国会開催中の6月18日に医療介護の一括法案可決成立
しております。それに伴い診療放射線技師法の一部改正を
勝ち取ったわけでございます。この動きの原点はどこにあ
るか、平成22年業務実態調査班というのを作りました。こ
れは東海大学の原口さんが中心になりまして平成22年度中
に全国の診療放射線技師さんの業務の実態調査をし、平成
23年の3月31日までにまとめていただきました。全国から
1546アンケートが集まりました。これをまとめてそして厚
生労働省の方に提出したわけでございます。厚生労働省の
方で診療放射線技師だけの委員会を作っていただきまして、
そこで各ステークホルダーに集まっていただいて審議をし
ていただき、それをまとめてチーム医療推進方策ワーキン
ググループに上程して審議していただきました。さらにチ
ーム医療推進会議でお話しをしていただき、そして社会保
障制度の医療部会、ここで最終的にまとめてもらったわけ
でございます。この活動は4年間続けて行ったわけでありま
す。一つの法律を改正してゆく、各ステークホルダーの皆
さん方がおられますので、この中で調整しながら何とか業
務拡大を勝ち取ったということでございます。まさにわれ
われの原点、井戸を掘った人は原口班であり、そして全国
からご協力をいただいた特に東京都の皆さま方のアンケー
トへのご協力に心から感謝を申し上げたいと思っております。
二つ目の話しは、開かずの扉を開きましょうという話し
でございます。実は開かずの扉はいくつもあります。今日
はひとつだけご紹介したいと思っております。私が会をお
預かりした平成22年からすぐに厚生労働省医事課の免許室
に行き、現在の免許の試験委員の在り方を変えていただき
たいと考え、診療放射線技師の教育は診療放射線技師にや
らせていただきたいとお願いしたわけであります。ところ
が当時の室長は“あなた方にそんな実力があるのですか？”
という大変厳しいご意見をいただきました。反論したとこ
ろは多くありましたがそこは抑えて、“どうしたら良いでし
ょうか？”とご相談をさせていただきました。そして平成
23年には全国の27の大学の教授と博士の数、准教授と博士
の数、講師と博士の数全部を出しました。われわれが試験
委員長、副委員長をできる力を持っていますということを
厚生労働省に提出したわけであります。そうしましたら室
長から平成24年度から毎年やる国家試験の評価をやってい
ただきたいということになり、平成24年から3年続けて行い
ました結果、ようやく本年の7月の新しい国家試験委員の

中にわれわれの要望の一部が実現しそうだと思っていると
ころでございます。まだまだ開かずの扉がいくつもありま
すけれども少しずつ皆さんとともにこじ開けていきたいと
思っております。

今日の三つ目の話しでございますけれども、立法府にわ
れわれ診療放射線技師の代表を送りこみましょうというこ
とでございます。私が平成22年に日本診療放射線技師会を
預かりましてから医事課長が4人変わっています。平成22
年当時は村田医事課長、そのあとは田原医事課長、そして
本年の3月までは北沢医事課長、この4月からは渡辺医事
課長となっております。われわれの基本的な所轄は厚生労
働省でございますので必ず医事課長にお会いして政策を説
明してくるわけです。ところが厚生労働省の人事は大体2
年周期で変わります。そのたびごとに同じことを繰り返し
ながら説明しているわけですけれども、なかなかわれわれ
が思うような要望、改革というものが、少しずつは変わっ
ておりますが、一気に変えていこうという力にはならなり
ません。そのためには行政との取り組みも大事であります
けれども、立法府に診療放射線技師の代表をぜひ送り込み
たいと思っているわけでございます。皆さま方にもご理解
をしていただきご支援をしていただき、そして未来の診療
放射線技師のために皆さんとともに一緒に診療放射線技師
の世界を開いていきたいと思っております。ぜひご協力を
お願いしたいと思いま
す。最後になりました
けれども東京都診療放
射線技師会のますます
のご発展と、本日ご列
席の会員の皆さま方の
ご健勝をご祈念申し上
げまして私のお祝いの言葉とさせていただきます。本日は
ご参集戴きありがとうございます。
石田総務委員長：日本診療放射線技師会会長　中澤様あり
がとうございました。続きまして公益社団法人日本放射線
技術学会東京支部支部長 飯田紀世一様よりご祝辞を賜り
たく存じます。
飯田東京支部長：ただいまご紹介にあずかりました公益社
団法人日本放射線技術学会東京支部の飯田でございます。
本日はお招きいただきまして誠にありがとうございます。第
66回東京都診療放射線技師会定期総会盛大に開催されます

中澤日放技会長
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ことを心よりお喜び申
し上げます。また日頃
より篠原会長をはじめ
役員の方々、また今日
ご列席いただいておりま
す会員の皆さま方の東
京支部へのご支援を賜

りましてこの場を借りて厚く御礼申し上げます。先月5月
16日は東京支部の春季学術大会が行われました。その際に
は白木副会長にご列席賜りましてありがとうございました。
皆さまのご協力をたまわりまして参加人数は500名近い参
加をいただきました。盛大な会となりまして心より厚く御
礼申し上げます。私どもの東京支部の事業につきましてご
紹介をさせていただきたいと思います。本年度目標として、
執行体制に学術事業の充実と活性化、そして国際化推進、
もう一つは組織力強化です。その三つを執行体制の目標に
掲げ役員一丸となって進めております。本年度も昨年度に
引き続き、東京支部セミナー、ならびに技術フォーラム、
本部の共催事業と、多くの事業を予定しておりますので皆
さまのご参加をよろしくお願い致します。学術大会につき
ましては本年度秋の11月28日土曜日に駒沢大学駒沢キャン
パスにて東京医科大学の吉田和則先生を大会長、東京慈恵
会医科大学附属病院の樋口壮典先生を実行委員長として中
心に開催する準備を進めております。こちらにつきまして
もぜひ皆さま方の演題登録、ご参加をいただければと思い
ます。少し早いですが来年は、5月に春季学術大会を予定
しており、こちらにつきましては第70回と東京支部にとっ
て節目の大会となります。記念大会と位置付けまして2日
間、船堀にて開催する予定です。こちらも合わせて皆さま
の多くのご参加をお願いしたいと思います。皆さまのご承
知の通り、本年度の9月に第15回になります、東京診療放
射線技師会と私ども東京支部との共催事業、学術講演会が
開かれます。今後もこういった共催事業を進めるべく、こ
れからも東京都診療放射線技師会と東京支部が連携を強化
しながら両会の会員の方々の満足となるような事業を進め
ていきたいと思っておりますのでなにとぞご指導ご支援の
ほどよろしくお願い致します。最後になりますが、東京都
診療放射線技師会のますますのご発展と、ここにご列席い
ただいています会員の皆さま方のご健勝を祈念申し上げま
してはなはだ簡単でもございますが、ご祝詞の言葉とさせ
ていただきたいと思います。本日は誠におめでとうござい
ます。
石田総務委員長：飯田様ありがとうございました。続きま
して衆議院議員自民党診療放射線技師制度に関する議員懇
話会会長 鴨下一郎様よりご祝詞を賜りたく存じます。本
日は公務の都合により秘書様がお見えになっておられます
のでご挨拶を賜りたく存じます。
鴨下衆議院議員（代行秘書）：ただいまご紹介をいただき
ました自由民主党診療放射線技師制度に関する議員懇話会

の会長を務めさせていただいております衆院議員の鴨下一
郎の秘書でございます。本日ご案内をいただきましたが、
他の会合と重なりまして代理でお伺いさせていただきまし
た。あらためまして本日は総会の開催誠におめでとうござ
います。先日6月16日に国会の衆議院会館におきまして議
員懇話会を開催し、今日おみえの中澤会長の方から鴨下は
じめ、懇話会に対して要望書を頂きました。これからも皆
さまがより良い環境で、そして安心して業務に従事できま
すようわれわれもしっかりとお手伝いをさせていただきたい
と思っておりますので、本年度もどうぞご指導賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。結びに東京都診療放射線
技師会のますますのご発展と本日ご参会の皆さまのご健勝
ご多幸をご祈念申し上げましてご挨拶とかえさせていただ
きます。本日はお招きいただきまして誠にありがとうござ
いました。
石田総務委員長：ありがとうございました。続きまして衆
議員議員自由民主党診療放射線技師制度に関する議員懇話
会幹事長 井上信治よりご祝詞を賜りたく存じます。本日
は公務の都合により秘書さまがお見えになっておられます
のでご挨拶を賜りたく存じます。
井上衆議院議員（代行秘書）：ご紹介いただきました衆議
院議員井上信治の秘書をしております。このたびは定期総
会の開催誠におめでとうございます。鴨下先生ほど井上は
有名ではありませんが、青梅市や奥多摩などの東京の一番
西の方で井上は議員をやっており、皆さまにも普段から大
変お世話になっております。井上は眼科の息子でございま
して、医療それからその周辺を支えている皆さまの今後の
ために、より一層頑張っていきたいと申しておりますので
懇話会の幹事長としても鴨下先生とともに頑張らせていた
だく所存です。今後ともぜひご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願い致します。本日はお招きいただきましてありがとう
ございました。
石田総務委員長：ありがとうございました。本日はほかに
も医療関連職能団体のみなさまをお迎えいたして居ります。
ご紹介させていただきます。公益社団法人東京都看護協会
常務理事 瀬下律子さま、瀬下様ありがとうございました。
次に総会議事に先立ち表彰をとり行ないます。平成26年度
における小野賞、永年勤続表彰、学術奨励賞、特別功労
賞の表彰及び感謝状の贈呈をとり行ないます。それでは担
当理事お願いします。
高野渉外委員長：それでは本会表彰規定により平成26年度
表彰を行います。特別功労賞、表彰規定第2条第1項によ
り特別功労賞の表彰を
行います。受賞者は森
俊さんです。森さんは
平成5年より広報幹事を
4年、平成9年より同理
事を6年、平成15年より
将来検討委員会委員長

飯田東京支部長

高野渉外委員長
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を8年、平成23年よりSR委員会委員長を3年と述べ21年間
の長きにわたり当会の役員を歴任され適正な事業遂行と発
展に尽力されました。その功績をたたえ理事会の決定によ
り表彰致します。森俊さん壇上にお上がりください。
篠原東放技会長：表彰状、特別功労賞、森俊殿。あなた
は多年にわたり本会事業の普及推進に寄与された功績はま
ことに顕著であります。ここに第66回定期総会においてそ
の功労をたたえ記念品を贈り表彰致します。平成27年6月
27日公益社団法人東京都診療放射線技師会会長篠原健一。
どうもありがとうございました。

高野渉外委員長：続いて小野賞の表彰に移ります。表彰規
定第2条第5項により小野賞の表彰を行います。小野賞は多
年にわたり技師会活動ならびに地域医療に貢献された方々
を対象に各委員会からの推薦を受け理事会の承認をうけた
方々に贈られます。それでは本年度小野賞授賞の12名の皆
さまをご紹介致します。名前を呼ばれた方はその場にお立
ちください。第1地区平田充弘さん、第2地区鈴木弘和さ
ん、第4地区 沢田俊明さん、第5地区 藤田正義さん、第6
地区 河合繁さん、第10地区 大地直之さん、第11地区 安
藤猛晴さん、第13地区竹中輝和さん、第15地区水野靖弘
さん、第16地区 芦田哲也さん、経理委員会 横田 光さん、
学術教育委員会武俊夫さん、12名を代表して竹中輝和さ
ん壇上にお願い致します。
篠原東放技会長：表彰状、小野賞、第13地区竹中輝和殿。
あなたは多年にわたり地区活動ならびに地域医療に貢献さ
れた功績はまことに顕著でありその功績は小野賞に値しま
す。ここに第66回定期総会において表彰致します。平成27
年 6月27日公益社団法人東京都診療放射線技師会会長 篠
原健一。どうもありがとうございました。

高野渉外委員長：授賞者の皆さまおすわりください。続き
まして表彰規定第2条第2項により功労賞、勤続20年表彰

の方々をご紹介致します。関根さとさん、中村美穂さん、
武田恭彦さん、須山貴之さん、飯田哲也さん、柳原淑幸さ
ん、中村匡宏さん、岩田雄介さん、芹澤正幸さん、小笠原
康さん、伍賀友紀さん、打矢直記さん、以上の方々を代表
して柳原淑幸さん壇上にお願い致します。
篠原東放技会長：表彰状、柳原淑幸殿。あなたは20年以
上にわたり診療放射線業務に精励され技師会に貢献された
功績はまことに顕著であります。ここに第66回定期総会に
おいて表彰致します。平成27年6月27日公益社団法人東京
都放射線技師会会長 篠原健一。どうもありがとうござい
ます。

高野渉外委員長：続いて学術奨励賞、新人奨励賞の表彰
ですので学術教育委員長の市川担当理事に変わります。
市川学術教育委員長：学術教育の市川です。それでは平成
26年度新人奨励賞、学術奨励賞を発表したいと思います。
本年度は平成26年度新人賞2名、学術奨励賞1名となって
おります。それでは新人奨励賞の方から、演題名：全脊椎
撮影における女性の生殖腺防護の検討、発表者：林 暎里
さん、施設名：昭和大学藤が丘病院。受賞理由ですけれど
も小児撮影においては全脊椎撮影において生殖腺防護は大
きな意味を持ちます。立位撮影という環境から技術的な困
難をきたす作業でありまして、また時間も要し、検査への
影響も懸念されます。そのような中、本研究は統計的にデ
ータを取り、専用の防護衣を作成したことで生殖腺防護の
精度が向上し患者さんへの負担、検査時間への軽減など有
意義な研究と考えられます。今後も適用範囲を広げ更なる
検討を期待したいと思います。それでは林さん壇上の方へ
お願いします。
篠原東放技会長：賞状、新人奨励賞、昭和大学藤が丘病
院、林 暎里殿。平成26年度の放射線画像技術に関する研
究発表の中で貴殿の全脊椎撮影における女性の生殖腺防護

功労賞　柳原氏

特別功労賞　森氏

小野賞　竹中氏

新人奨励賞　林氏
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の検討は極めて優秀と認められました。よって第66回定期
総会において新人奨励賞を贈り、不断のご努力に敬意を表
します。平成27年6月27日公益社団法人東京都診療放射線
技師会会長篠原健一。どうもおめでとうございます。
市川学術教育委員長：林さんおめでとうございます。続き
ましてもう一方、演題名：当院の接遇への取り組みについ
て、発表者：松永 麻美さん、施設名：公益財団法人ライ
フエクステンション付属永寿総合病院。それでは松永さん
壇上の方へお願い致します。
篠原東放技会長：賞状、新人奨励賞、公益財団法人ライ
フエクステンション付属永寿総合病院 松永麻美殿。平成
26年度の放射線画像技術に関する研究発表の中で貴殿の当
院の接遇への取り組みについては極めて優秀と認められま
した。よって第66回定期総会において新人奨励賞を贈り、
不断のご努力に敬意を表します。平成27年6月27日公益社
団法人東京都診療放射線技師会会長 篠原健一。どうもお
めでとうございます。

市川学術教育委員長：松永さん大変おめでとうございまし
た。失礼いたしました。受賞理由を申し述べるのを忘れて
おりましたので後になりますけれどもお話しします。昨今
検査数の増加や多様化によりまして検査、撮影を処理する
ことに終始し、患者状態の観察がおろそかになり時として
嫌悪感を持たれ、検査の質が低下することも少なくないと
思われます。われわれが気付かない環境下で患者さまから
の意見は重要な資料、そして意見となります。本研究は長
期にわたり、蓄積したデータをもとに患者の意見を分析す
ることで従事するわれわれに有意義な情報を提供したこと
は大きな意義を持つと思っております。患者様に寄り添っ
た検査、検査構築は重要で接遇という点でも高く評価され
る研究でありました。以上です。おめでとうございます。
では続きまして平成26年度学術奨励賞の方に移りたいと思
います。演題名：デジタルサブトラクションアンギオグラ
フィ非搭載型心臓カテーテル専用装置を使用した下肢動脈
炭酸ガス造影法の検討、発表者：渡邉真弓さん、施設名：
河北総合病院。受賞理由ですけれども高性能な装置で高度
で多岐にわたる放射線検査が施行される一方、諸事の事情
により限られた装置、機能で検査を施行している施設も少
ないと思われます。このような中、DSA機能搭載していな
い装置を使用した検査法の検討は創意工夫がみられ、非常
に興味を引く有意義な研究でありました。また検討を進め

る上でも装置、検査法、
画像に至るまで熟知し
たうえで検討する必要
性が求められ、高い知
識と十分な経験が必要
とされます。また他施
設でも同じような環境
の施設にとっては一考の余地があるのではないかと思って
おります。今後さらなる研究を進めていただいて大きな成
果を上げていただきたいと思っております。それでは渡邉
さん壇上の方へよろしくお願い致します。
篠原東放技会長：賞状、学術奨励賞、河北総合病院 渡邉
真弓殿。平成26年度の放射線画像技術に関する研究発表
の中で貴殿のデジタルサブトラクションアンギオグラフィ
非搭載型心臓カテーテル専用装置を使用した下肢動脈炭酸
ガス造影法の検討は極めて優秀と認められました。よって
第66回定期総会において学術奨励賞を贈り、不断のご努力
に敬意を表します。平成27年6月27日公益社団法人東京都
診療放射線技師会会長 篠原健一。どうもおめでとうござ
います。

市川学術教育委員長：渡邉さんおめでとうございました。
学術教育委員会からは以上です。
石田総務委員長：受賞者の皆さまおめでとうございます。
なお受賞者の皆さまは記念撮影を本会場にて行いますので
総会終了後はご着席のままお待ちいただきますようお願い
申し上げます。総会議事に移ります前にご来賓の方々がご
退席致します。ご来賓の皆さま方にはご多用にもかかわら
ずご出席を賜り誠にありがとうございます。貴会皆さま方
の益々のご発展を祈念申し上げます。皆さま拍手でお送り
願います。
それでは本総会の資格審査委員ならびに総会運営委員をご
紹介致します。資格審査委員ならびに総会運営委員は総会
運営規定により各地区から選出されております。資格審査
委員として芦田哲也さん、池田麻依さん、伊佐理嘉さん、
石川 徹さん、小野賢太さん、熊谷大樹さん、田川雅人さ
ん、中西雄一さん、細川直志さん、渡部 史也さん以上10
名、資格審査委員長は伊佐 理嘉さんです。よろしくお願
いします。次に総会運営委員として安藤猛晴さん、中田健
太さん、比内聖紀さん、藤村耕平さん、宮谷勝巳さん以上
5名、総会運営委員長は藤村耕平さんです。よろしくお願

市川学術教育委員長

新人奨励賞　松永氏

学術奨励賞　渡邉氏
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い致します。それでは資
格審査委員会報告を伊
佐理嘉委員長よりお願
い致します。
伊佐資格審査委員長：
資格審査委員会よりご
報告を申し上げます。

平成27年6月4日理事会承認時の正会員数は 2,073名です。
総会成立会員数は本会定款17条第1項の規定により1/2以
上の出席者数1,037名以上であります。現時点での会員出
席状況をご説明致します。総会出席者数140名、書面評決
数747名、委任状396名、合計1,283名、従いましてこの第
66回総会は成立することを報告致します。資格審査委員長
伊佐理嘉。
石田総務委員長：それでは本総会の議長団を選出したいと
存じます。会場より立候補の方いらっしゃいますか。はい、
壇上へお願い致します。それでは議長団よろしくお願い致
します。
大室議長：第1地区の大室正巳です。
高嶋議長：第13地区の高嶋優子です。

大室議長：これより審議してまいります。第1号議案平成
26年度事業報告案、第2号議案平成26年度決算報告案を私
大室が、第3号議案平成27年事業計画案、第4号議案平成
27年予算案を高嶋が担当致します。皆さまのご協力をいた
だき議事を進めてまいりたいと存じます。どうぞよろしく
お願い致します。初めに議事に入ります前に総会職員の任
命についてお諮り致します。総会職員については総会準備
委員名簿がすでに総会資料に掲載されておりますがこの場
で改めて議長団より指名し皆さまの拍手をもって、承認を
得たいと存じます。異議はございませんでしょうか。異議
ないようですので指名をさせていただきます。初めに書記
写真記録係として内藤哲也さん、岩井嗣憲さん、森 美加
さん、中谷 麗さん、平田充弘さん、柴山豊喜さん、高橋
克行さん以上7名の方々です。続いて会場係として浅沼芳
明さん、松田紗代子さん以上2名の方々です。次に採決係
として長谷川雅一さん、河内康志さん、雨宮広明さん、岡
部圭吾さん、高瀬正さん、宮谷勝巳さん以上6名の方々で
す。最後に本日の議事録署名人は議長の大室正巳、高嶋優
子及び全出席理事となります。それでは以上総会職員につ
いて拍手をもってご承認願います。ありがとうございまし

た。次に総会運営につ
いて総会運営委員会報
告を藤村耕平 委員長よ
りお願い致します。
藤村総会運営委員長：
総会運営委員会より御
報告申し上げます。た
だ今の時刻は16時15分です。これより第1号議案平成26年
度事業報告案、第2号議案平成26年度決算報告案、第3号
議案平成27年度事業計画案、第4号議案平成27年度予算
案以上第1号議案から第4号議案までを16時45分までにご審
議願います。会員の皆さま方の活発なるご意見とご協力を
お願い致します。総会運営委員長　藤村耕平。
大室議長：ただ今の報告について異議ございませんでしょ
うか。異議がないようですので報告の通り議事を進めさせ
ていただきます。続きまして議事の進め方についてお諮り
致します。議案ごとに審議し採決を行いたいと存じます。
なお採決の方法は反対、保留、賛成の順で挙手をもって行
いたいと存じますが異議ございませんでしょうか。

河手会員：異議あり。
第14地区の河手と申し
ますけれども採決につ
いてなんですが、保留
というのはどういう意味
なのかを説明願いたい
と思います。書面評決

には保留という欄がなくて賛成と反対しかなく、ここであ
えて保留というのはどういうことなのか説明お願いできま
すか。
大室議長：執行部の方でよろしいですか。
篠原東放技会長：総会運営規定に書いてあると思うのです
が、反対、保留、賛成というように総会の会場においては
行っております。書面評決票との整合性ですけれども、書
面評決は議事に参加はせずあえてそこで意思表示をすると
いうことで保留ということは設けておりませんけれども、そ
こに特別何か恣意的なものはないつもりです。保留という
評決について何か不都合がございますか。
河手会員：保留ということは賛成でも反対でもないという
ことでよろしいでしょうか。
篠原東放技会長：出席をされたこの会場で、意思表示をし
かねるという場合が多々あると思います。これは日本診療
放射線技師会の総会においても、賛成とも言えない反対と
も言えないけども賛成に手をあげることがありまして、私
は何か条件付きで賛成というような、意思表示の一つでは
ないのかなというようなつもりで受け止めてまいりました。
河手会員：定款にはそういうことは載ってないですよね。
篠原東放技会長：総会運営規定の、採決というところにあ
ります。第22条に採決の順序は原則として反対、保留、賛
成の順で採決するというのが総会運営規定にございます。

伊佐資格審査委員長

大室議長・高嶋議長

藤村総会運営委員長

河手氏
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採決というのは総会の場においての採決、書面評決は採決
ではありませんので、その辺の違いだと認識しております。
河手会員：わかりました。ありがとうございました。
大室議長：規定というものは定款に準ずるものでございま

すので、ご理解をいた
だければと思います。ほ
かに何かございませんで
しょうか。ないようです
ので議事に入ります。
まず第1号議案平成26
年度事業報告を議題と

致します。それでは執行部より報告お願い致します。
篠原東放技会長：平成26年度事業報告につきまして総括に
ついて読ませていただきます。激甚な自然災害、“誤報”に
より著しくわが国の国益を損なった新聞社、IS（イスラム
国）問題、各種テロ、少年凶悪犯罪など重苦しさが記憶に
残る反面、日本人にとって誇らしく明るい話題も数多くあ
った。ノーベル物理学賞を赤�氏・天野氏・中村氏が受賞
されたことを筆頭に、水素社会を予感させる日本の技術革
新や宇宙技術の振興、各種スポーツにおける快挙などである。
昨年6月18日「地域における医療及び介護の総合的な確保
を推進するための関係法律の整備等に関する法律」により
診療放射線技師法が改正され同25日公布、本年4月1日発
効によりいわゆる診療放射線技師の業務範囲が拡大する。
われわれが目指す抜本的改正とはいえないが、1951年（昭
和26年）“診療エックス線技師法”の公布・施行後、1968
年（昭和43年）に診療放射線技師の区分が新設されて以降
では最大の改定であった。とりわけ診療放射線技師法第26
条第2項が改正されたことは意義が大きい。
従来法では、｢診療放射線技師は、病院又は診療所以外の
場所においてその業務を行つてはならない。ただし、次に
掲げる場合はこの限りでない｣とし、その第2号に｢多数の
者の健康診断を一時に行う場合において、医師または歯科
医師の立会いの下に100万電子ボルト未満のエネルギーを
有するエックス線を照射するとき｣とあり、一部地域で医
師の立会いが不備であるとして住民検診が休止に追い込ま
れていた。これについて「胸部エックス線撮影」のみでは
あるが医師または歯科医師の立ち合いが不要となり、国民
の健康を守る観点から6月25日の公布日に即日発効した。
なお、本会も第65回定期総会で定款改正を行い、正会員の

要件であった“都内在勤または在住”という縛りをなくし
た。この要件は旧社団法人時代も公益社団法人移行時も監
督官庁（都庁）の一貫した指導であったが、本会の長年に
わたる“東京の地域性”に対する説明が理解された。転職
する会員、都県をまたいで広域に関連病院・事業を持つ施
設に勤務する会員、定年後などの会員資格安定のために重
要な改正であった。
職能団体として診療放射線技師の将来像を構築すべく、日
本診療放射線技師会、日本放射線技師連盟とともに｢がん
対策基本計画に基づく診療放射線技師の充実及び環境整
備｣¢チーム医療を推進するための診療放射線技師の活用｣
¢診療放射線技師法の改正｣などについて各方面に政策を
説明してきた。
平成24年4月の公益社団法人移行後初めてとなる東京都に
よる「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法
律、第27条第1項及び第59条第2項の規定に基づく立入検
査」が平成27年3月17日に実施され、「事業」「ガバナンス」
「会計」について審査された。全体として「概ね良好に管
理・運営されており、文書による改善命令はない」との評
価であった。会員、関係団体、役員の皆さまのご支援・協
力のおかげであり感謝申し上げる。より良い事業展開をす
るための指導を何点かいただいたので、真摯に受け止め今
後の活動に反映させていく所存である。
われわれ診療放射線技
師は国民の皆さまの信
頼に応え、医療安全の
確保、医療及び公衆衛
生の向上に寄与すべく
さまざまな方策を展開
しなければならない。安
心・安全そして納得できる医療技術の提供を求められてい
る。常に最先端の医療技術を学び、Evidence（最善の根
拠）と専門性と患者の価値観の統合に基づいた医療技術＝
EBMを提供する必要がある。昨年度も、各種認定技師・
専門技師の育成を関連団体と連携しながら推進し、本部ま
たは各支部・地区主催の各種講演会、セミナー、勉強会を
開催した。また、｢静脈注射(針刺しは除く)講習会｣を中心
に安全講習会を開催してきた。｢静脈…講習会｣については
昨年度も5回開催し、過去の6回と合わせ約500名の方が受
講した。これについては本年度からは日本診療放射線技師
会による業務範囲拡大項目を網羅した「統一的講習会」が
実施される予定である。
本会事業・活動の推進に対し、多大なご理解をいただいた
ことに感謝申し上げるとともに、新年度も今まで以上に都
民・国民・会員のために本会の事業を推進する所存であり、
皆さま方のより一層のご支援とご協力をお願いする次第で
あります。
事業報告の詳細につきましては東京放射線総会特集号5月
号に詳細が掲載されておりますので、ここでは割愛させて

大室議長

篠原東放技会長
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いただきますが皆さまのご審議をよろしくお願い致します。
大室議長：これより審議に入ります。恐れ入りますが発言
者の方はスタンドマイクまでお願い致します。また所属地
区、氏名を述べてから発言願います。質問に対しては執行
部より回答致します。どなたか質問意見ありませんでしょ
うか。ないようなのでこれで質疑を終ります。続いて本件
について採決を行います。採決係の皆さま準備を願います。
採決を行います。反対の方挙手を願います。保留の方挙手
願います。賛成の方挙手願います。ありがとうございまし
た。賛成多数によって26年度事業報告は原案の通り承認さ
れました。続いて第2号議案平成26年度決算報告を議題と
致します。執行部より報告願います。
関経理委員長：経理を担当しております関と申します。よ
ろしくお願い致します。
これより平成26年度の決算報告をさせていただきます。会
誌5月号の39ページから47ページが第2号議案の決算報告と
なっております。
まず、39ページの貸借対照表よりご説明致します。これは
法人の3月31日現在の財産状況を示しており、資産合計と
負債及び正味財産の合計とが一致しております。事前に資
料を配布しておりますので特徴的なものについて説明し金
額については端数の読み上げを省略させていただきます。
流動資産の現金預金でありますが当年度は前年度に比較し
て113万円ほど減少しております。
次に固定資産の特定資産に計上している建物と土地ですが
建物部分について前年度より67万円ほど減少しております。
これは事務所の取得金額から経年的に減価償却されたもの
であります。建物附属設備、什器備品についても同様に減
価償却されております。
次に負債の部になります。まず前受会費ですが、これは3
月中に入金されたもので収益ではなく負債として計上して
おります。通常は4月以降に請求しているため、前もって
入金された額はわずかとなっており本年度はありませんで
した。長期借入金は、現在の事務所取得のためのもので返
済により222万円の減少となっております。以上により当
年度末の資産は8,195万円となっております。
次に40ページ、41ページに正味財産増減計算書を示してお
ります。またその内訳表を42ページ、43ページに示してお
ります。内訳表の右側には参考のために予算との差異を掲
載しました。以下、主に内訳表で予算との差異がある箇所
について説明させていただきます。受取会費は、予算と比
較して正会員受取会費194万円、賛助会員受取会費61,000
円を合わせて予算比200万円の増収となっております。こ
れは過年度分の会費が多く入金されているためと、新入会
員がやや増加傾向にあると思われます。
次に研修会事業収益は皆さまの参加のご協力もあり予算比
でわずかに増収となりました。親睦会事業収益については
ボウリング大会や新春の集いになりますが、これは毎年参
加人数に影響を受けています。

次に経常費用に移りますが事業費と管理費に大きく分かれ
ております。事業費は技師会の事業活動を推進するために
使うもので、管理費は事務所運営や法人全般の管理に使う
費用となります。予算との対比でわかる通り全体的には節
約志向で活動しており減少しているところが多く見られま
す。事業費から特徴のあるところを説明しますと、多く支
出しているところは印刷製本費と諸謝金になります。印刷
製本費は定款規程の発行や技師会パンフレットの製作など
がありました。これは継続性ではなく単年度限りのものと
なっております。諸謝
金は研修会事業を多く
開催したためで収入も
増加しているためにバラ
ンスは取れております。
そのほかは例年通りの
実績となっております。
43ページの管理費についても同様の傾向となっております。
以上のような内容により最終的に経常収益は2,705万円、
経常費用が2,697万円で当期の経常増減額は76,900円とな
ります。ただしこの金額には会計基準の変更により計上し
ている減価償却費分が含まれております。減価償却費は計
上されてはおりますが購入した時に費用を支払っているも
ので実際には現金預金の流出を伴わない費用となっており
ます。したがいまして実態としては事業の損益は節約傾向
となっております。以上で決算報告と致します。よろしく
お願い致します。
大室議長：続いて26年度監査報告をお願い致します。
乙井監事、野田監事：監事の乙井です。監事の野田でござ
います。報告させていただきます。
私たち監事は、平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
の事業年度の理事の職務の執行を監査しました。その方法
及び結果について、次のとおり報告します。
監査の方法及びその内容。各監事は、理事及び使用人など
と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努
めるとともに、理事会に出席し、理事及び使用人などから
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求め、重要な決裁書類などを閲覧し、業務及び財産の
状況を調査しました。以上の方法に基づき、当該事業年度
に係る事業報告について検討しました。さらに、会計帳簿
又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る
計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びそ
の附属明細書ならびに財産目録について検討しました。監

査意見。事業報告など
の監査結果。事業報告
は、法令及び定款に従
い、法人の状況を正し
く示しているものと認め
ます。理事の職務の執
行に関する不正の行為

関経理委員長

乙井監事・野田監事
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又は法令もしくは定款に違反する事実は認められません。
計算書類及びその附属明細書ならびに財産目録の監査結
果、計算書類及びその附属明細書ならびに財産日録は、法
人の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正
に示しているものと認めます。以上です。監事乙井です。
監事野田でございます。
大室議長：それでは質疑に入ります。2号議案平成26年度
決算報告案と監査報告についてどなたかご質問ご意見あり
ますでしょうか。ありませんか。ないようですのでこれで
質疑を終ります。本件について採決を行います。採決係の
皆さま準備を願います。採決を行います。反対の方挙手を
願います。保留の方挙手願います。賛成の方挙手願います。
ありがとうございました。賛成多数によって平成26年度決
算報告は原案の通り承認されました。

高嶋議長：それでは第3
号議案の平成27年度事
業計画を議題と致しま
す。執行部より説明願
います。
篠原東放技会長：平成
27年度の事業計画案に

ついて総括を述べさせていただきます。
わが国は今年で戦後70年の節目を迎える。安倍晋三首相は
70年を振り返り「平和国家としての歩みはこれからも変わ
らない」と強調するとともに「次なる80年、90年、100年
に向け、日本は積極的平和主義の旗の下、世界の平和と安
定に一層貢献していかなければならない。この明確な意思
を世界に発信したい」と述べた。“アベノミクス”におい
て、医療は第三の矢（成長戦略）の重要な要素と位置付け
られたが、われわれ日本の診療放射線技師も国内にとどま
らず世界に対して診療放射線技術（人材）の発展・普及、
ひいては経済や社会の安定に寄与できるものと確信してい
る。
昨年6月18日、第186国会において業務範囲拡大などに関
する診療放射線技師法改正を含む「地域における医療及び
介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備など
に関する法律案」が成立した（同6月25日公布、一部即日
発効を除き本年4月1日発効）。これに伴う国民の皆さまの
安心・安全な医療推進のための講習会などについて必要な
事業を推進する所存である。
また、公益社団法人日本診療放射線技師会の重要な政策
である。
①がん対策基本計画に基づく診療放射線技師の充実及び
環境整備
②チーム医療を推進するための診療放射線技師の活用
③医療安全のための適切な管理体制の構築　
1）医療放射線による被ばくの管理体制
2）放射線関連医療機器の管理体制　
3）画像データの管理体制

④養成教育の四年制大学化への移行及び卒後臨床研修の
制度化
⑤緊急被ばく並びに医療被ばくに対応するための専門官
の配置
⑥放射線の教育・普及啓発活動に対する診療放射線技師
の活用
⑦診療放射線技師法の改正
などについても引き続き協働して推進していく。
本年は1895年にレントゲン博士（Wilhelm Conrad Ro‥

ntgen）がエックス線を発見してから120周年の記念の年で
もある。関連の記念行事に会員の積極的な参加を促し、一
般の方々や他職種への啓発・情報普及を図るとともに、
2020年東京オリンピックに向け、海外の人々が日本の医療
機関を受診した際に少しでも安心できるような診療放射線
技師の育成（語学・接遇など）にも着手したいと考える。
われわれは国民の信頼にこたえ、医療安全の確保、医療及
び公衆衛生の向上に寄与すべく「チーム医療を推進し、国
民及び世界に貢献する診療放射線技師の育成」をスローガ
ンとして各種事業を展開していく。そして、高性能化・多
様化する医療機器、高度化する医療技術を学ぶ機会を供す
るとともに、エビデンスに基づいた医療技術を発展・普及
させていかなければならない。広告のできる認定技師制度、
領域別読影専門技師の育成、業務の診療報酬への反映、関
連法令の改訂など、政策立案が必要であり、診療放射線学
の発展に寄与すると共に生涯教育・専門教育・各種認定・
業務範囲の拡大に伴う研修など、公益社団法人日本診療放
射線技師会をはじめとした関連団体と適切に連携・協力し
ながら推進していく所存である。また、被ばく相談、各種
検査受診の啓発や不安解消、骨密度測定、マンモ触診体
験、ピンクリボン運動への参加など、都民の中に入ってい
く公益事業も引き続き推進する。
災害対応への意識を風化させないために、防災・減災・緊
急被ばく医療・BCP（事業継続計画）なども災害対策委
員会を中心に活動していく。
会員諸氏のより一層のご支援とご協力をお願いする次第で
あります。平成27年度事業計画の詳細については先ほども
いいましたように会誌5月号の総会特集号に詳細が記載さ
れておりますのでよろしくお願いを致します。
高嶋議長：これより質疑に入ります。事業計画に関してご

高嶋議長
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質問、ご意見などある方はいらっしゃいますでしょうか。
ないようですので本件について採決を行いたいと思います。
採決係の皆さま準備を願います。反対の方挙手を願います。
保留の方挙手願います。賛成の方挙手願います。賛成多
数。よって平成27年度事業計画は原案の通り承認されまし
た。それでは第4号議案の平成27年度予算書を議題と致し
ます。執行部より説明願います。
関経理委員長：これより平成27年度予算書をご提案させて
いただきます。会誌は5月号の59ページから60ページが第4
号議案の平成27年度予算書となっております。
まず一番上の行を横に見ていただくと公益目的事業会計、
収益事業等会計、法人会計に分かれており、その合計が右
から3番目の予算合計になります。その右側に参考として
前期予算との差異を掲載しました。事前に資料を配布して
おりますので特徴的なものを説明し、金額については端数
の読み上げを省略させていただきます。
まず59ページの上半分でありますが経常増減の部、経常収
益で本会の収入を示しております。受取会費でありますが、
会員は約2,000名ということで正会員と賛助会員で合わせて
約2,000万円を計上しております。昨年定款が改正されま
して賛助会員から正会員へ移行されたため正会員の割合が
多くなっており賛助会員は実質的には法人会員のみとなっ
ております。その他の事業収益、受取寄付金、雑収益につ
いては前年実績を参考に計上しております。
次に59ページ下半分と60ページにかけての経常費用つまり
支出についてご説明します。前期予算との対比で分かる通
り、昨年度とほぼ同額となっており今までどおりの節約志
向での活動を目指しております。広報関連費と諸謝金につ
いては前年実績をもとに計上しておりますが活発に公益活
動を実施することと研修事業の充実を目指すということで
やや予算を増額いたしました。以上より最終的に経常収益
を2,558万円、経常費用を2,558万円となり、当期経常増減
額を0円としております。以上平成27年度予算書をご提案
します。ご審議をよろしくお願い致します。
高嶋議長：これより質疑に入ります。本件に関しましてご
質問、ご意見あります方いらっしゃいますでしょうか。ご
発言はスタンドマイクのところで行っていただき、地区と
お名前をお願い致します。

河手会員：第14地区の
河手と言います。計算
のことはよくわからない
のですが、前年度の残
高が76,900円というこ
とになっていて、これは
本年度の予算の収入の

ところに入っているのでしょうか。ふつうは繰越金として、
前年度の繰越金が次の年の収入のところに入るのではと思
ったのですが、前年度の残高はどのような扱いになってい
るのでしょうか。

高嶋議長：執行部よりお願い致します。
関経理委員長：これは公益法人の会計基準によって資産の
方に入りますので繰越金はここには入っておりません。
河手会員：公益法人はそういうことになっているというこ
とですか。
関経理委員長：そういう法律（補足：公益法人会計基準
「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社
団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴
う関係法律の整備等に関する法律」）になっています。
河手会員：去年の予算書にも前年度は入っていないという
ことですね。
関経理委員長：毎年予算を組んでそれを支出するというこ
とです。
河手会員：それは収入ということではないという考えですか。
関経理委員長：通常の会みたいな繰越金という扱いはあり
ません。
河手会員：資産ということですか。
関経理委員長：はい。貸借対照表の資産に入っています。
河手会員：はい。ありがとうございました。
高嶋議長：ほかにはございませんでしょうか。ないようで
すので質疑を終わり本件について採決を行います。採決係
の皆さま準備を願います。反対の方挙手を願います。保留
の方挙手願います。賛成の方挙手願います。賛成多数。よ
って平成27年度予算書は原案の通り承認されました。以上
もちまして第66回定期総会の議事を終了させていただきま
す。最後に平成27年度のスローガンを読み上げて採択と致
します。チーム医療を推進し国民および世界に貢献する診
療放射線技師の育成、以上になります。ただいまをもって
議長団を解任させていただきます。皆さまのご協力に感謝
を申し上げます。
石田総務委員長：大室議長、高嶋議長ありがとうございま
した。滞りなく審議を終了し、改めて感謝を申し上げます。
以上で本日の全日程が終了いたしました。葛西副会長より
閉会のご挨拶を申し上げます。
葛西副会長：皆さん今
日は出席いただきまし
て誠にありがとうござい
ます。当初会長もお話
ししましたけれども業務
拡大により統一講習会
を行っております。ぜひ
皆さんに参加していただきたいと思っております。それで
は第66回東京都放射線技師会総会を閉会致します。本日
はありがとうございました。

以上河手氏

葛西副会長
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功労賞（勤続 2 0 年表彰） 特別功労賞 小野賞

 平成26年度 

特別功労賞・功労賞（勤続20年表彰）・小野賞　受賞者 

【特別功労賞】
第３地区　　　　　森　　　俊

【功労賞（勤続20年表彰）】
第２地区　　　　　関根　さと　　　聖路加国際病院

第２地区　　　　　中村　美穂　　　聖路加国際病院

第２地区　　　　　武田　恭彦　　　聖路加国際病院

第２地区　　　　　須山　貴之　　　聖路加国際病院

第４地区　　　　　飯田　哲也　　　東京慈恵会医科大学附属病院

第６地区　　　　　柳原　淑幸　　　東京さくら病院

第８地区　　　　　中村　匡宏　　　東京蒲田医療センター

第11地区　　　　　岩田　雄介　　　自衛隊中央病院

第13地区　　　　　芹澤　正幸　　　奥多摩病院

第13地区　　　　　小笠原　康　　　立川中央病院

第14地区　　　　　伍賀　友紀　　　高崎総合医療センター

第14地区　　　　　打矢　直記　　　千葉医療センター

【小野賞】
第１地区　　　　　平田　充弘　　　読売クリニック

第２地区　　　　　鈴木　弘和　　　聖路加国際病院

第４地区　　　　　澤田　俊明　　　日本電気株式会社

第５地区　　　　　藤田　正義　　　東京大学医学部附属病院

第６地区　　　　　河合　　繁　　　東京慈恵会医科大学附属第三病院

第10地区　　　　　大地　直之　　　河北総合病院

第11地区　　　　　安藤　猛晴　　　東邦大学医療センター大橋病院

第13地区　　　　　竹中　輝和　　　野村病院

第15地区　　　　　水野　靖弘　　　目黒ゆうあいクリニック

第16地区　　　　　芦田　哲也　　　春日部市立病院

経理委員会　　　　横田　　光　　　東京慈恵会医科大学葛飾医療センター

学術教育委員会　　武　　俊夫　　　昭和大学横浜市北部病院
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【背景】
当院では，全脊椎正面撮影において，50歳未満の女性患者すべてに生殖腺防護を行っている．その際,恥骨結合

やヤコビー線を指標として触知して防護位置を決定している．しかし，全脊椎撮影は,骨盤腔を防護しつつ，かつ仙

腸関節下縁までを描出する必要があるが，立位の状態での体表指標が触知しにくく，ならびに再現性の良いプロテ

クタの装着は困難であった．

さらに，対象患者も思春期の女性が多く，男性の撮影者が，プロテクタの位置決めのために患者の下腹部を触れ

ることに関しても，羞恥心の観点から抵抗があった．プロテクタの固定に関しても既存の鉛ゴムをテープで固定し

ているため，外れてしまうこともあり，骨盤腔の形状と合わないなど，防護の意味をなさないことを経験した．

【目的】
全脊椎撮影において，生殖腺防護の最適位置，プロテクタ形状を検討し，撮影者が女性患者の体に触れることな

く正確に生殖腺防護を行うことができる検査着を作成する.

○林 映里１、加藤 京一２、藤澤 宏信３、渋谷 綾子１、高橋 俊行２、中澤 靖夫３

１昭和大学藤が丘病院放射線室、２昭和大学大学院保健医療学研究科、３昭和大学病院放射線室

 平成26年度 

 新人奨励賞　受賞報告 
 平成26年度 

 新人奨励賞　受賞報告 

「特発性側彎症患者における女性患者の
生殖腺防護を考慮した全脊椎撮影法の検討」
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【使用機器】
・X線撮影装置：POLYDOROS LX50 Lite（SIEMENS）

・FCR

・メジャー

・男女共用プロテクタ（鉛ゴム）

・鉛板

・検査着（ズボン）

【方法】
ｉ．全脊椎撮影プロテクタの形状の決定方法

プロテクタの形状を検討するために以下の点を計測した.

① 頭頂～座骨下縁（座高）

②骨盤長径，短径

③骨盤腔長径，短径

なお，計測には無作為に抽出した50歳未満女性患者47名の全脊椎正面撮影画像を用いた．

ii ．プロテクタ最適位置の決定方法と専用検査着作成

プロテクタの位置を決定する基準線を立位でも触知しやすいヤコビー線とし，ヤコビー線－骨盤上縁間距離を

計測し,プロテクタ最適位置を検討し，専用検査着を作成した.なお，計測には方法ｉで計測を行った47名の全

脊椎正面撮影画像を用いた．

iii．従来法と新撮影法でのズレの比較，検討

従来法と新撮影法で撮影した画像で，骨盤腔に対するプロテクタの上下左右のズレを計測し，比較，検討し

た．ただし，プロテクタ設置位置が骨盤腔上縁より上方のズレをプラス，下方のズレをマイナス，正中から左

外側へのズレをプラス，右外側のズレをマイナスとした．

【結果】
ｉ．全脊椎撮影プロテクタの形状の検討

座高のバラつきの値が大きいのに対し，骨盤，骨盤腔の長径と短径のバラつきの値が小さい結果となった

（fig.1）．

プトテクタサイズは，骨盤腔長･短径の最長値，長径15.5cm，短径11.5cmとなる骨盤腔を覆うことができる長

径16cm，短径12cmの鉛板（fig.2）を作成した

fig.1 座高-骨盤腔短径 fig.2 全脊椎撮影専用プロテクタ
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ii ．プロテクタ最適位置の検討

ヤコビー線－骨盤腔上縁間距離は，最長で9cm，最短で7cm，平均値は7.8cmとなり，最も8.5cmが多い結果

となった（fig.3）．そのためプロテクタ最適位置を7cmから8.5cmの患者に適用できるよう，8.5cmに決定した．

また，結果ｉで作成した鉛板が検査着の上端位置から8.5cm下に装着できるポケット付の検査着（fig.4）を作

成した．

iii．従来法と新撮影法でのズレの検討

従来法では上下ズレが最大11cmあったものが，新撮影法では最大2.5cmに減少し，平均値も3.6cmから1.1cm

と減少していた（fig.5）．また左右ズレも平均値が1.0cmから0.5cmと減少していたが，有意差はなかった

（fig.6）．

【考察】
プロテクタの上下ズレが従来法より新撮影法が減少したのは，指標をヤコビー線とした全脊椎専用検査着を用い

ることで，再現性良く安定した位置にプロテクタを装着することができたためであると考えられた．また，下方へ

のズレが生じた理由として，ヤコビー線-骨盤腔上縁間距離を平均よりも大きく設定したためだと考えられた．

左右ズレで，従来法と新撮影法の間に差が見られなかった理由として，特発性側彎症の女性患者の体型が，類似

して細身であるため，体の正中面を視覚的にも明瞭に指摘することができたためであると考えられた．

【結語】
全脊椎撮影を行う特発性側彎症女性患者に対し，プロテクタの形状と最適位置を特定し，ヤコビー線より8.5cm

下にプロテクタ上端を装着することにより，正確に生殖腺防護を行うことができる全脊椎撮影専用検査着を作成す

ることができた．

また，再現性良く，患者の身体に触知せずに正確に生殖腺防護を行うことが可能となった．

fig.3 ヤコピー線-骨盤腔上縁間距離 fig.4 全脊椎撮影専用検査着

fig.5 従来法・新撮影法　プロテクタ上下ズレの距離比較 fig.6 従来法・新撮影法　プロテクタ左右ズレの距離比較
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平成27年6月27日に開催されたペイシェントケア学術

大会に参加しました。臨床検査技師、管理栄養士など

他職種の方々の視点からの、がん患者に対する意見や

考えを初めて聞くことができました。

特に印象に残ったことは、歯科衛生士の役割でした。

日々の講義を聞く中で、放射線治療を行う際は、照射

エネルギーの大きさ、照射範囲の設定、放射線障害の

防止などについてしか知りませんでした。放射線治療

を行う前に口腔内を清潔に保つことで、口腔粘膜炎な

どを予防することができQOLを維持できるなど、歯科

衛生士の役割を知ることができました。また、放射線

治療を行う際は歯科衛生士の意見を聞き、患者の治療

スケジュールを立て実行するなど、初めて知る内容が

多く興味を持てました。

疑問に思ったこととしては、管理栄養士の役割でし

た。患者様の体重の減少を防ぐことを目的としており、

病院外で作られた食事に関して、病院内にいる管理栄

養士の方々がどのように関わることができるのか。ま

こ　 え 

ペイシェントケア学術大会「がん患者をサポートする医療者」に参加して

駒澤大学医療健康科学部　石橋貴徳

た、病院では治療のために食べ物に対して制限がある

ことなど、この環境では体重減少を防ぐのは困難であ

ると感じ、より対策を考えなければならないと思いま

した。患者家族の関わり（患者と一緒に食事をとる、

食事を食べさせてあげるなど）も患者の予後に大きく

影響を与えると改めて知ることができました。

他にも、消化管検査のバリウムの特性など、まだま

だ知らないことがたくさんあるのだと改めて思い、先ず

は日々の学校の講義を集中して聞き、基礎を身に着け

られるように努力していきたいと思います。

私はこの学術大会に参加することで、改めて他の職

種の方々とコミュニケーションを図ることが重要である

こと、診療放射線技師の役割として最も重要なのは、

目的にあった診断できる画像を医師に提供することが、

大切なのだと改めて思いました。

今後、積極的に技師会・学会などに参加し、さまざ

まな方々の意見・考え方などを聞き、自分の知識や見

識を深めていきたいと思いました。
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5月31日に日暮里の東京都診療放射線技師会研修セ

ンターで行われたフレッシャーズセミナーに出席させて

いただきました。今年から診療放射線技師となり、ま

だ分からないことが多い中で、基礎となることを学べ

る今回のセミナーは今後に役立っていくと思い参加を

しました。

内容は感染対策、医療安全対策、胸部撮影、解剖学

についてでした。感染対策講座では手洗いが感染防止

に一番大きな役割を果たすことを教わり、手指消毒の

手順や洗い残しの起こりやすい部位について学びまし

た。他にもマスク、手袋の使用について実際に着脱を

行いながら教えていただきました。

医療安全対策講座はリスクマネジメントについてで

した。患者さんの被害と組織の損害を最小限に抑える

ため、インシデント、アクシデントレポートを活用し

病院全体で組織的に取り組むこと、医療安全は検討と

こ　 え 

日暮里塾ワンコイン・フレッシャーズセミナーに参加して

東京都健康長寿医療センター　今野敦也

改善を繰り返し継続することが重要だと分かりました。

胸部撮影講座では胸部単純撮影は、胸部疾患の疑い

で第一選択となったり、入院時の結核の感染症発見に

一役買ったりなど多くの情報が詰まっていると教わり

ました。その情報を自分で読み取るためにも、積極的

に一枚でも多くの画像を読影していき、読影力を身に

付けていきたいです。

解剖学講座では良い写真を撮るには解剖学が必須で

あること、解剖学を身につけることで読影力がつき、

それが撮影技術の向上に繋がると教えていただきまし

た。それを聞き、改めて解剖の大切さについて知り、

解剖を勉強しなければならないと感じました。

今回のセミナーで新たに身に付いた知識がたくさん

ありました。これを今後の業務に生かしていき、より

良い検査を行える診療放射線技師を目指していきたい

です。
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私は、先日5月31日に開催された平成27年度フレッ

シャーズセミナーに参加しました。会場には席がほと

んど埋め尽くされるほどの非常に多くの参加者が集ま

り、私のような診療放射線技師一年目の方が多くみら

れました。

研修会の最初に社会人としてのエチケット・マナー

について学び、その後には医療安全、感染対策、胸部

単純撮影講座など基礎的な内容について実習を交えな

がら詳しく解説していただきました。

感染対策の講座では標準予防策に含まれる個人防護

具の着脱の練習を実際に行いました。最近、韓国や中

国で中東呼吸器症候群（MERS）が感染拡大し世間を

騒がせていますが、グローバル化により日本でも

MERSが流行する可能性も十分考えられています。こ

のような感染症を少しでも拡大させないよう、日頃か

ら標準予防策を徹底することが大事だとこの講義を通

こ　 え 

フレッシャーズセミナーに参加して

帝京大学医学部附属病院　光武秀悦

じて感じました。

また、画像診断用解剖学講座の中で良い写真とはど

のようなものなのかを、市川重司先生が解説していた

のが印象的でした。市川先生は「長時間かけて患者さ

んに大きな負担をかけて上手に撮影をしても良い写真

とは呼べない」とおっしゃっていました。現状を考え

ると、撮影をするだけで精一杯の私には足りない部分

だと感じました。今後、患者さんの負担を減らせるよ

うに工夫して撮影をしていこうと思います。

フレッシャーズセミナーに参加して技師会の活動内

容や放射線技師としての基礎的な事を学ぶことができ

ました。今後もこのような研修会に参加して知識、技

術向上に努めていきたいと思います。最後になります

が、ご講演いただいた先生方、このような機会を設け

て下さったスタッフの皆さまに感謝申し上げます。



32 東京放射線 2015.11 Vol.62  No.733

パイプライン パイプライン 
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超音波画像研究会　第242回定例会

パイプライン パイプライン 

日　時 : 平成27年11月25日（水）18時30分（受付18時00分より）

会　場 : 東都文京病院（東京都文京区湯島3－5－7）

テーマ :「肝疾患の診断から治療まで」

講　師 : 日本大学医学部 消化器肝臓内科　松本 直樹 先生

参加費 : 会員500円、準会員・非会員1,000円/新入会3,000円(入会金含む)、学生無料

http://us-image.kenkyuukai.jp/

肝疾患と一口に言っても、腫瘍性疾患、びまん性疾患、炎症性疾患と多岐にわたります。今回は日本大

学医学部付属病院 松本 直樹先生にご講演頂き、幅広い肝疾患の中から、日常よく目にする疾患を超音波

画像、他の検査、治療など診療のプロセスについて解説していただきます。画像所見、特徴を理解すると

ともに、病理、病態の理解、治療方法を知る事で、「臨床医が求める情報は何なのか」ということの理解

を深めたいと思います。

問合せ先　中央医療技術専門学校 菅 和雄、今尾 仁　あて　

tel 03-3691-1879（16時30分～18時00分）

超音波画像研究会　事務局　e-mail  us.image.workshop@gmail.com
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パイプライン パイプライン 
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NPO法人日本消化器がん検診精度管理評価機構

パイプライン パイプライン 

胃X線精度管理研究委員会 第24回学術集会

開催日時：平成27年11月28日（土）

受付開始：13時00分から

開催場所：発明会館

東京都港区虎ノ門2丁目9－14

当番世話人：岡　政志（埼玉医科大学総合医療センター）

実行委員長：山崎富雄（埼玉医科大学病院）

参　加　費：会員 1,000円、非会員 3,000円

テーマ「胃X線診断における背景胃粘膜の位置づけ（HPと胃炎）」

パネルディスカッション
パネリスト　　　岡　政志　　　　　埼玉医科大学総合医療センター

中島滋美　　　　　JCHO滋賀病院　　　　　　　　　　
水谷　勝　　　　　東京都がん検診センター　　　　　　
田中　端　　　　　JCHO東京山手メディカルセンター　
高嶋優子　　　　　東京都がん検診センター　　　　　　

司　会　　　　　岡　政志　　　　　埼玉医科大学総合医療センター
伊藤高広　　　　　奈良県立医科大学

症例検討会
司　会　　　　　吉田諭史　　　　　慶応義塾大学
症例提示施設　　　　　　　　　　　東京都がん検診センター　

戸田中央総合病院　　　
コメンテーター　馬場保昌、入口陽介、小田丈二、杉野吉則

11月29日（日）9時00分受付（13時終了予定）：TKP神田（会費制）先着80名

お問い合わせ：埼玉医科大学病院　中央放射線部

〒350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38

胃X線精度管理研究委員会第24回学術集会事務局　山崎富雄

読影基準検討会（良悪性判定基準検討会）
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超音波スクリーニング研修講演会2015有明のご案内

パイプライン パイプライン 

■会　期：平成27年12月12日（土） 午前9時25分～午後4時40分
＊開場・受付開始：8時30分から

■会　場：TOC有明ウエストタワー20階　コンベンションホール（WEST GOLD20）
東京都江東区有明3－5－7
＊埼京線・りんかい線『国際展示場』駅より徒歩3分
＊ゆりかもめ『有明』または『国際展示場正面』駅より徒歩4分
＊アクセス　http://www.toc-ariake.jp/conv.html

■参加費：5,000円　事前登録不要
■主　催：特定非営利活動法人　超音波スクリーニングネットワーク（理事長：桑島　章）
■共　催：日本消化器がん検診学会／日本総合健診医学会
■後　援：日本超音波検査学会／超音波検査法フォーラム／全国労働衛生団体連合会

日本臨床衛生検査技師会／東京都臨床検査技師会／神奈川県臨床検査技師会
日本診療放射線技師会／東京都診療放射線技師会／神奈川県放射線技師会

■問合せ：E-mail：us-net@pl-tokyo-kenkan.gr.jp（事務局）

＊超音波検査士更新5点が付与されます。
＊ランチョンセミナーで軽食（800食限定）の用意をしています。
＊超音波関連書籍の展示販売を行います。

プログラム
テーマ「USスクリーニングに必要な知識」

09：30～10：15 『腎・膀胱』 関口　隆三（東邦大学医療センター大橋病院）

10：30～11：15 『胆道』 岡庭　信司（飯田市立病院）

11：30～12：15 『頸部領域…甲状腺・リンパ節他…』

宮川　めぐみ（虎の門病院）

12：45～13：30 ランチョンセミナー　『基礎と臨床の接点』

佐々木　博（国際医療福祉大学）

13：50～14：35 『肝臓』 森　秀明（杏林大学医学部付属病院）

14：50～15：35 『乳腺』 何森　亜由美（高松平和病院）

15：50～16：35 『膵臓』 平井　都始子（奈良県立医科大学附属病院）
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News

公益社団法人　東京都診療放射線技師会 
第5回理事会 

公益社団法人　東京都診療放射線技師会 
第5回理事会 

10月号 

前回議事録確認

前回議事録について確認を行ったが修正意見はなかった。

理事会定数確認

出席：19名、欠席：１名

会長挨拶

皆さま、多くの方はお久しぶりになります。夏休みで英

気を養っていただいたところで、秋のシーズンがいよいよ

始まりました。また、ご協力をお願い致します。毎年、東

京都診療放射線技師会は「サマーセミナー」から本格的な

秋の陣スタートということで、先週の土曜日に大勢の方に

お集まりいただきました。会場も東京医科大学の素晴らし

い教室をお貸しいただいて、大盛況で、良いスタートが切

れたかと思います。

統一講習会も東京都診療放射線技師会が全国に先駆けて

7月にスタートし、今週末に第2回を開催致します。また、

いろいろな県でも実施されています。これに関しては日本

診療放射線技師会の中澤会長とお話しする機会があり、い

ろいろな情報を得た中で、業務範囲の拡大について厚生労

働省では診療放射線技師だけではなくすべての職種に対し

てですが、検証委員会を設けるという話がありました。具

体的には、それぞれの職能団体が業務範囲を拡大したこと

に対して適切な患者安全に対する教育活動、つまり、統一

講習会や安全講習会などを各職能団体が適切に実施してい

るか。また、「適切」とは質の担保や人数の確保というこ

とになり、それらを検証していきます。それから業務範囲

の拡大を行ったことによって、日本の医療は良くなったの

か、ということを検証してまいります。この検証結果如何

によっては更なる業務範囲の拡大に繋がる可能性もありま

す。また、逆も真なりで業務範囲の拡大の結果、現場の状

況の悪化や患者の安全が疎かになってはならないので、良

い検証結果となるよう活動を行っていきたいと思います。

もうひとつ、中澤会長とお話した中で現在、取り組んで

いることで臨床実習のあり方について検討会議を設けるた

めの働きかけをしていることがあります。これには、厚生

労働省と各養成校に対する訴えかけが必要で、現状では単

位数は決まっているが臨床実習の内容は各実習施設に任さ

れており、養成校からは実習生を預かってもらう立場なの

で、実習内容を具体的に要望しづらい実態があります。診

療放射線技師の臨床実習であればこういうことを学ばせる

といったガイドラインが作成できないかということで進め

ています。また、新しい情報が入りましたらお知らせ致し

ます。

報告事項

1）会長

・7月25日（土）～26日（日）に湯河原で行われた日本診

療放射線技師会の第6回ワークショップならびに第3回理

事会に出席してきました。その理事会の中で先ほどお話

した内容も話されていました。

・8月3日（月）～4日（火）に中澤日放技会長と都内の大

学以外の養成校（専門学校）をまわって、将来的には診

療放射線技師教育を四年生大学以上にしたいと要請をし

てきました。それぞれ、学校の立場や規制により大学に

なれない場合もありますが、技師会としては、四年生大

学以上とお願いをしてきました。また、東京電子専門学

校は、夏休みのため訪問できませんでした。

・8月20日（木）～23（日）にシンガポールで開催された

ＡＡＣＲＴに参加してきました。そこで2019年の開催国

として立候補してきましたが、投票でオーストラリアと

8票対8票で同票となり、抽選の結果2019年の開催国は、

オーストラリアに決定致しました。通常は4年後の開催

国を決定しますが、今回は投票結果が同票であったため

日　　時：平成27年9月3日（木）
午後6時45分～午後8時00分　

場　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所
出席理事：篠原健一、葛西一隆、白木　尚、石田秀樹、

関　真一、野口幸作、浅沼雅康、市川重司、
江田哲男、高坂知靖、高野修彰、安宅里美、
藤田賢一、平瀬繁男、竹安直行、岡部博之、
飯島利幸、千葉利昭、工藤年男

出席監事：乙井不二夫、野田扇三郎
指名出席者：齊藤謙一（第1地区委員長）、鈴木雄一（第5地区

委員長）、富丸佳一（第7地区委員長）、鎌田修
（第8地区委員長）、今野重光（第10地区委員長）、
崎浜秀幸（第13地区委員長）、内山秀彦（第14地
区委員長）、原子　満（第15地区委員長）渡辺靖
志（災害対策委員長）、矢野孝好（経理委員）、中
嶋直人（庶務委員）長谷川雅一（総務委員）、雨
宮広明（総務委員）、大脇由樹（総務委員）、河内
康志（総務委員）

欠席理事：鈴木　晋
議　　長：篠原健一（会長）
司　　会：葛西一隆（副会長）
議事録作成：河内康志
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6年後になる2021年に日本で開催することまで決定致し

ました。ただし、ひとつ問題があります。2019年のＡＡ

ＣＲＴ東京開催に合わせて日本診療放射線技師会の全国

大会を東京で開催できるよう立候補表明しました。まだ、

日本診療放射線技師会の理事会では正式に機関決定はさ

れていませんが、ＡＡＣＲＴ開催と同じ2021年に東京で

全国大会を開催することが望ましいので、日本診療放射

線技師会からも他の都道府県に打診をしていただいてい

ます。2019年は他の都道府県で開催していただき、でき

れば2021年に全国大会を東京で開催できるよう努めてい

きますので、皆さまもご協力をお願い致します。

・その他、活動報告書に追加なし

2）副会長

葛西副会長

・7月12日に基礎技術講習に参加した。その他、活動報告

書に追加なし。

白木副会長

・7月22日に3役と市川理事とで技術学会東京支部の役員の

方々と合同会議に参加した。

その他、活動報告書に追加なし。

3）業務執行理事

総務委員会：石田理事

・7月16日に城東支部研修会に参加した。その他、活動報

告書に追加なし。

経理委員会：関理事

・8月29日に第14回サマーセミナーに参加した。その他、

活動報告書に追加なし。

庶務委員会：野口理事

・7月18日～19日に第1回統一講習会を開催した。その他、

活動報告書に追加なし。

4）専門部委員会

・厚生調査委員会（7/11、8/25）、編集委員会（7/18、

8/10）、情報委員会（7/9）、学術委員会（8/7）総務委

員会（8/19）がそれぞれ開催された。その他、活動報告

書に追加なし。

5）支部・地区委員会

・各地区より委員会開催について報告があった。その他、

活動報告書に追加なし。

6）特別委員会等

・災害対策委員会（7/21・22）が開催された。その他、

活動報告書に追加なし。

7）その他・研修センター申請・事業報告

・第14地区委員会（9/10）、表彰委員会（9/16）が申請

された。その他、活動報告書に追加なし。

議　事　

1）後援名義使用申請の件　　

①第6回関東臨床工学会（主催：一般社団法人　東京都臨

床工学技会／関東臨床工学協議会）

平成27年9月13日（日）大手町サンケイプラザ開催の後

援名義使用について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

②第8回日本訪問リハビリテーション協会学術大会in東京

（主催：一般社団法人　日本訪問リハビリテーション協会）

平成28年6月17日（金）～18日（土）タワーホール船堀

開催の後援名義使用について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

2）事業計画申請の件

①荒川河川敷清掃活動

平成27年10月18日（日）10：00～13：00 北区 荒川岩

淵関緑地の実施について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

②第50回日暮里塾ワンコインセミナー（メール会議承認）

平成27年10月22日（木）19:00～20:30 東放技研修セン

ター大会議室開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

③中央区健康福祉まつり 2015

平成27年10月25日（日） 9:00～16:00 中央区保健所開

催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

④第13地区・多摩放射線技師連合合同研究会

平成27年10月30日（金）19:00～20:30 国分寺労政会館

第4会議室開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

⑤平成27年度第3回業務拡大に伴う統一講習会（南関東）

平成27年11月7日（土）13:50～17:30

平成27年11月8日（日） 8:25～17:10  JR東京総合病院

開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

⑥OTAふれあいフェスタ 2015

平成27年11月7日（土） 9:00～16:00

平成27年11月8日（日） 9:00～16:00  平和島競艇場開

催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

⑦第18回メディカルマネジメント研修会

平成27年11月12日（木）19:00～20:30  東放技研修セン

ター大会議室開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

⑧第51回日暮里塾ワンコインセミナー＜学術教育が行く/

入会促進>

平成27年11月17日（火）19:00～20:30  東芝病院2号館

4階講堂開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

⑨第3地区研修会

平成27年11月19日（木）19:00～20:30  東京医科大学病

院研究教育棟 3階第一講堂開催について審議した。

【承認：19名、保留：0名、否認0名】
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3）新入会等に関する件

7月・8月の新入会・編入・退会等について審議した。

7月　新入会 26名、退会1名

8月　新入会 9名、転入2名、転出１名、退会4名

【承認：19名、保留：0名、否認0名】

地区質問、意見に関する事項

【第3地区】

①統一講習会に関する事について質問です。まだ第１回講

習会が始まっていないのにすでに認定を受けている方が

知人で3人います。どのような理由で先に認定を受けら

れたか教えていただきたい。

篠原会長：日本診療放射線技師会として事業を進めるにあ

たって、選定された方たちになります。その方たちがど

この施設の方たちかは分かりませんが、それなりの役割

を担った方たちである。

②第１回統一講習会で受講番号１～20番の方はどういう方

なのか教えてください。

篠原会長：日本診療放射線技師会の意向による事業推進の

ための指導者養成対象者である。

【第4地区】

①第4回理事会の中の、第2地区からの質問の回答で、自動

引き落としを日本診療放射線技師会と一緒に行う方向に

あるが、そのようになると、手数料などはどのようにな

るか。考える必要があるのではないか。

篠原会長：基本的には日本診療放射線技師会と合算請求な

ので、日本診療放射線技師会が手数料を持つのですが、

まれに、東京都診療放射線技師会のみの方がいるので、

その方たちの自動引き落としについては日本診療放射線

技師会に確認する。いずれにしても会員が手数料を負担

するということはなく、振り込まれる側の技師会が負担

する。

②委員より統一講習会の申し込みの定員ですが、最初54名

と書いてあったが、最終的に60名となっていた。どうし

て6名増えたのか教えてほしい。

野口理事：統一講習会の定員は60名ですが、54名に減ら

しました。理由は、研修センターに60名入れないことが

判明したからである。

竹安地区委員長：できれば事業報告も提出していただけれ

ば、参加者や会場の規模を把握することができるのでよ

ろしくお願いします。また、広い会場になっても60人以

上での講習は、難しいのでしょうか。

篠原会長：講習で使用するファントムや指導者の数の関係

から60人が限度と考えています。

竹安地区委員長：会場を変更することは、金銭面など難し

いのでしょうか。

野口理事：違う場所も検討しています。本理事会で承認を

受けました第3回の統一講習会は、JR東京病院で開催致

します。募集人数も60名でおこなう予定である。

連絡事項

1）総務委員会

・上半期を9月いっぱいで、一度、締めます。活動報告を

まとめていただきますが、あとから送ったひな形が正式

なものになります。これが年度末の活動報告として会誌

に掲載されますので、参加人数をひな形に乗っ取って正

確に書いていただくようお願いします。締め切りを9月

の24日としますので、それまでに総務委員会まで返信す

るよう、お願い致します。

工藤理事：活動報告は9月24日までのものか9月いっぱいま

でかどちらですか。

石田委員長：とりあえず、24日までの分を出してください。

それ以降の分は後から付け足します。

・以前、メールでお知らせした役員研修会ですが、12月5

日（土）～6日（日）で行います。どちらの日に理事会

を開催する方がよいかアンケートを取りました。5日

（土）の開催希望が多かったので例年通り土曜日の15時

から開催致しますので万障お繰り合わせの上ご参集くだ

さい。

・日本診療放射線技師会より、医療監視について業務拡大

に関しての問い合わせが多くあるので調査を行いたいと

のことで、各都道府県の会長宛で依頼がきています。締

め切りの平成28年3月31日までに、いつ、どこで、なに

を聞かれたか報告してくださいとのことですので、各地

区委員長は医療監視があった時点で私が集約致しますの

で総務まで報告してください。まとめて、日本診療放射

線技師会に報告致します。

篠原会長：3月31日の医政局の課長通知で業務範囲の拡大

にあたっては、日本診療放射線技師会が実施する統一講

習会を受けることといった内容が通知されました。これ

に基づいて、都の立ち入り検査が入り、実際に関理事の

ところでは担当官に統一講習会を受けたものでないと行

ってはいけないということを言われています。また、6月

に立ち入り検査を受けた施設では、まだどこも統一講習

会をおこなっていなので、日本の診療放射線技師はだれ

もできないということを言われています。こういった情

報を全国で集めたいといったことが主旨になります。

千葉理事：先日、立ち入り検査を受けましたが、“統一講

習会は受けていますか？”という問いで受けなければで

きませんといった感じではなく、こちらもなるべく受け

るようにしたいと回答しました。

篠原会長：もしかしたら、担当官が違ったのかもしれませ

ん。いずれにしてもこういった情報を集めたいのでよろ

しくお願いします。

2）厚生調査委員会

・今回、災害対策委員会からの要望がありまして、災害時
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の対応に関するアンケートを、都内の300施設を対象に、

発送させていただきました。締め切りが9月の下旬にな

りますので、届いた施設の方は、ぜひともご協力よろし

くお願いします。

3）学術教育委員会

・9月17日（木）に第15回の技術学会東京支部と東京都診

療放射線技師会と合同学術講演会を開催致します。「3D

プリンターによる医用画像の造型」のテーマで医療画像

への取り組みについて基本的なお話していただこうと思

いっています。現在、申し込みが少なく苦戦しています。

東京支部の方も来られますので、技師会からも参加、協

力よろしくお願い致します。最低でも参加者を30～50人

くらいにはしたいので、地区からもご協力お願いします。

また、今回の企画は技師会ですので、できれば東京支部

より多くの方に参加していただきたいです。

篠原会長：合同学術は東京支部と技師会で交互に企画をう

けもっていて、今年は技師会が当番になっていますので、

できるだけ皆さんの参加をお願い致します。市川理事の

腎臓の模型も触れるようです。

4）広報委員会

・いよいよ、イベントシーズンに突入しました。少し先で

すが、10月25日（日）に「中央区健康福祉まつり」、11

月7日（土）～8日（日）に「OTAフェスタ」が開催さ

れます。皆さま、ご協力よろしくお願いします。

5）城北支部委員会

・9月25日（金）に城北支部研修会を東京大学医学部附属

病院 中央診療棟27階 中会議室で開催致します。「ロボ

ットスーツHAL」をリハビリテーション部　長谷川先生

に講義していただきます。混み合うかもしれませんが、

皆さま参加よろしくお願いします。

6）第11地区委員会

・来週金曜日の11日に第11地区で情報交換会をおこないま

す。自由が丘で19時より開始致します。案内を送信致し

ますので、よろしければ来週金曜日、自由が丘へお越し

ください。

今後の予定

予定表（添付ファイル）の確認をお願いします。また、

間違っているところがありましたら連絡ください。

以上



公益社団法人東京都診療放射線技師会の「会費減額」制度をお知らせいたします。

本制度は本会「会費に関する規程　第9条（会費減額）」に基づき、規定の年齢を迎えられた本会会員を

対象とし年会費優遇の特典を設けております。

この制度は、諸先輩の方々の豊富な経験により培われた医療における接遇や技術を、後進の会員はもと

より、都民ならびに社会のために継続して役立てていただくことを目的としております。

ご退職と同時に本会を退会されるのではなく、この制度をご理解のうえ、ぜひ今後ともご協力・ご指導

をお願い申し上げる所存です。

なお、本制度を申し込む場合は、前年末までに所定の申請を行っていただく必要があります。

皆さまのご活用を心よりお待ち申し上げております。

※　会誌巻末の会費減額処置申請書に必要事項を明記のうえ、当会事務所まで届出てください。

公益社団法人東京都診療放射線技師会
会費に関する規程

（会費減額）

第9条 定款第5条で定める会員で、次の事項を満たす者は、会費減額の取扱いを受けることができる。

（1）60才以上の会員

（2）10ヶ年以上会員として在籍し、会費の完納者

2 当該年度の前年末までに所定の申請を行い〔様式6〕、理事会承認を経て新年度から資格を有する。

3 会費減免対象者の会費は以下のとおりとする。

（1）60才以上～70才未満 年額　　7,000円

（2）70才以上 年額　　3,000円

4 会費減額者は以下の特別待遇を受けることができる。

（1）この法人で行う啓発、教育活動を担える者として処遇する

会費減額制度のお知らせ

（第9条抜粋）
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　　　　　氏　　名 

　　　　　氏　　名（カタカナ） 

　　　　　氏　　名（英語） 

　　　　　性　　別  　　　　　　　　男　性　　　・　　　女　性 

　　　　　生年月日  昭和　　　　年　　　　月　　　　日　生　（　　　　歳） 

 勤務先名 

  〒　　　　－ 

 

 電　話 

  〒　　　　－ 

 

 電　話 

本会よりの通信先  　　　　　　　　勤務先　　　・　　　自宅 

 資格取得 　　診療エックス線技師　　　・　　　診療放射線技師 

  第　　　　回　　国家試験合格 

　　  技師籍  　　　　　　　　　　　　　年　　　月 

 技師籍登録 厚生労働省　第　　　　　　　　　　号 

  　　　　　　　　　　　　　年　　　月 

 　　年　　月 

　　技師職歴 　　年　　月 

 　　年　　月 

  免許名 登録番号 登録年月日 

    年　　　月 

    年　　　月 

    年　　　月 

 
　　  備　考 

会費減額処置申請書 
様式6

技師会歴 昭和　　年入会（　　　　年間） 

受　　付 平成　　年　　　月　　　日 

理事会承認 平成　　年　　　月　　　日　　印 

減額処置通知 平成　　年　　　月　　　日　　印 

私は、会費減額処置を申請いたします。 
公益社団法人　東京都診療放射線技師会　殿 

勤務先　　　　勤務先所在地 

自　宅 

関連免許 

現住所 
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コニカミノルタヘルスケア(株) 

(株)ジャパン・メディカル・ブランチ 

東京電子専門学校 

東芝メディカルシステムズ(株) 

(株)日立メディコ 

富士フイルムメディカル(株) 

(株)森山X線用品 
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「第九を歌おう！」。そう思いつい

たのは、昨年の初夏のこと。早速、

仕事終わりにレッスンに通えそうな

団体のいくつかに応募するも、こと

ごとく落選。第九を歌った経験がな

いどころか、合唱経験は中学校の校

内合唱コンクール（生徒全員強制参

加型）程度なので、仕方がないとい

えば仕方がない。

そして、今年。ダメ元で、昔から

ファンである指揮者が総監督をやっ

ている合唱団に応募したところ、な

ぜか当選！念願の第九デビューとな

った。

レッスンは夏からはじまった。第

九はすべてドイツ語で、本番は楽譜

を見ないで歌う。ドイツ語。学生の

頃は苦手で嫌いな教科だったことを、

レッスンが始まってから思い出す。

ウムラウトって何の口をして何て言

うんだっけ？記憶を辿るというより、

新たに習得する感じだ。楽譜を読む

のも久しぶりだし、暗譜できるのだ

ろうか。一瞬、不安が頭をよぎる。

レッスンは週1回。ドイツ語の子

音の強い発音や巻き舌は日本語には

ないが、やってみると何とも心地よ

い。今まで、第九は有名すぎるあの

メロディしか知らなかったが、初め

て全体を聴き、実は変化に富んだ非

常に美しい曲であることを知った。

この曲が発表された当時は、きっと

音楽が溢れる今よりも衝撃的だった

に違いない。ピアノの音色、男声の

力強さ、女声の柔らかさ、それらが

重なったときの美しさ。音楽ってい

いな。総監督の言う「音の神殿を皆

で作り上げるオモシロさ」を感じる。

オーケストラと歌う本番は、感動に

溢れる予感がする。気づけば音楽の

魅力にはまり、レッスンが心待ちに

なっていた。

本番は12月上旬。今から楽しみで

ある。

（Chai姉）


